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は  し  が  き 

 
 
 
 この年報は、比企広域消防本部の現勢と消防諸般の基本的な統計を収録し消防行政の 
 
合理的な運営と消防力の充実、育成に資するために編集しました。 
 
内容については原則として暦年をもって作成にあたり、消防現況については令和３年 

 

４月１日現在で作成しました。 

 
 この統計により、比企広域消防本部について一層のご理解を深められ防災体制確立に 
 
特段のご協力をお願い申し上げます。 
 
 

令和３年８月 
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比企広域消防発足までの歩み 

 

 

１ 東松山市消防本部の主な沿革 

 

   昭和４０年 ４月   東松山市消防本部及び署が設立され、消防長に市長中里勇吉氏が 

             就任し、消防職員１４名、消防ポンプ自動車１台をもって、発足した。 

 

   昭和４３年 ３月   救急車（Ａ型）を購入、救急業務を開始した。また、消防力の強化 

             を図るため化学消防ポンプ自動車を購入配備した。 

 

   昭和４７年１０月   東松山市、吉見村、滑川村は、消防事務を共同処理することに合意 

             し、規約（議決）により、名称を東松山地区消防組合と定め、消防一

部事務組合を設立し、組合管理者に東松山市長中里勇吉氏が就任した。 

 

 

 

２ 東松山地区消防組合の主な沿革 

 

昭和４８年 ４月   東松山地区消防組合消防本部及び東松山消防署を設置し消防長に岡 

田義三氏が任命され職員総数５５名をもって業務を開始した。 

 

           高坂出張所完成（鉄筋コンクリート造２階建一部３階、延べ面積 297．

75 ㎡）職員１２名、水槽付消防ポンプ自動車１台、予備車１台をそれ

ぞれ配備、業務を開始した。 

 

昭和４９年 ７月   吉見出張所完成（鉄筋コンクリート造２階建、延べ面積 350．68 ㎡） 

          職員１６名、水槽付消防ポンプ自動車１台、予備車１台をそれぞれ配

備、業務を開始した。 

 

      ８月   組合管理者に、東松山市長芝﨑亨氏が就任した。 

 

     １１月   吉見出張所に救急車１台配備した。 

 

昭和５０年 １月   滑川出張所完成（鉄筋コンクリート造２階建、延べ面積 373.00 ㎡） 

                    職員１７名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台をそれぞれ配

備、業務を開始した。 
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昭和５０年 ８月   関越高速自動車道供用開始に伴い、滑川出張所救急業務を開始した。 

 

昭和５５年１０月   東松山地区消防組合消防本部及び東松山消防署新庁舎完成（鉄筋コ

ンクリート造２階建、延べ面積 1,554.10 ㎡）業務を開始。同時に北分

遣所の業務を開始した。 

 

昭和６１年 １月   組織等の改正により「吉見出張所」・「滑川出張所」を 「吉見分署」 

          「滑川分署」に改めた。 

 

平成 元年 ４月   松山北分署完成（鉄筋コンクリート造２階建、延べ面積 509.04 ㎡） 

          職員１０名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台をそれぞれ配

備、業務を開始した。 

 

平成 ４年 ３月   高坂分署完成（鉄筋コンクリート造２階建、延べ面積 604.71 ㎡） 

          職員１０名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台をそれぞれ配

備、業務を開始した。 

 

 

 

３ 小川地区消防組合の主な沿革 

 

昭和４６年 ４月   （組合設立） 

           小川町、嵐山町、玉川村、都幾川村及び東秩父村の２町３村は消防

事務について共同処理することに合意し、組合規約により、名称を小

川地区消防組合と定め消防の一部事務組合を設立した。組合管理者に 

          小川町長田口勘造氏が就任した。 

 

           （業務開始） 

           小川地区消防組合消防本部及び小川消防署を設置し派遣職員２名、

採用職員２７名、消防ポンプ自動車１台、消防指令車１台をもって業

務を開始した。 

 

      ８月   小川消防署に水槽付消防ポンプ自動車１台配備した。 

 

昭和４７年 ４月   小川地区消防組合消防本部及び小川消防署新庁舎完成（鉄筋コンク

リート造２階建、延べ面積 741．90 ㎡）職員５８名、救急車１台を購

入配備した。 
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４月   第１分署完成（鉄筋コンクリート造２階建、延べ面積 296.00 ㎡）職

員１３名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台をそれぞれ配備、

業務を開始した。 

 

昭和４８年 ４月   第２分署完成（鉄筋コンクリート造２階建、延べ面積 301.80 ㎡）職

員１３名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台をそれぞれ配備、

業務を開始した。 

 

昭和４９年 ５月   第３分署完成（鉄筋コンクリート造２階建、延べ面積 247.34 ㎡）職

員１０名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台をそれぞれ配備、

業務を開始した。 

 

昭和５７年 ６月   組合管理者に、小川町長松本繁夫氏が就任した。 

 

 

 

４ 比企広域消防本部が設立されるまでの沿革 

 

平成 ２年 ２月   比企広域消防の設立を推進するため、専門委員会を設置した。 

 

平成 ３年 ３月   東松山地区消防組合消防本部内に比企広域消防準備室を設置し職員 

５名（東松山地区３名、小川地区２名）配置した。 

 

１２月   構成市町村議会において、統合関係議案が議決された。 

 

平成 ４年 ２月   比企広域市町村圏組合議会において消防関係条例等の議決がなされ

統合事務が終了した。 
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比 企 広 域 消 防 本 部 の 歩 み 

 

平成４年 

    ４月 １日  東松山地区消防組合と小川地区消防組合は、比企広域市町村圏組合におい

て消防事務を共同処理することに合意し、名称を比企広域消防本部と定め、 

          管理者に東松山市長芝﨑亨氏が就任した。 

      〃    比企広域消防本部は、１市４町３村（東松山市、滑川町、嵐山町、小川町、

都幾川村、玉川村、吉見町、東秩父村）で発足。組織１本部（３課）、２消 

          防署、７分署の体制で業務を開始した。   

      〃    初代消防長（比企広域市町村圏組合事務局長兼務）に八木原昇一氏が就任 

          した。 

      〃    新規採用１７名、職員総数２０５名となる。 

    ８月１８日  連絡車（トヨタ ハイエースワゴンカスタム）を購入し、小川消防署に配備

した。 

   １２月２１日  化学消防自動車Ⅱ型（三菱）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

   

平成５年 

    ２月 ５日  指揮車（日産 キャラバン）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

    ３月３１日  ４年度内中途採用１名、退職者１名、職員総数２０５名となる。 

    ４月 １日  新規採用５名、比企広域市町村圏組合事務局より職員３名補充、職員総数

２１３名となる。 

    ６月 １日  比企広域市町村圏組合事務局へ職員１名出向、職員総数２１２名となる。 

   １２月２２日  水槽付消防ポンプ自動車及び移動無線機１０Ｗを購入し、東秩父分署に 

更新配備した。 

 

平成６年 

    ３月２３日  消防緊急通信指令施設Ⅱ型及び自動出動編成、地図検索、情報交換等を 

コンピュータ処理できるよう整備し、運用開始した。 

    ３月３１日  ５年度内退職者３名、職員総数２０９名となる。 

    ４月 １日  新規採用１１名、職員総数２２０名となる。 

    ７月２０日  連絡車（日産 ＡＤバン）を購入し、嵐山分署に更新配備した。 

    ８月 ４日  指令車（トヨタ カルディナ）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

    ８月 ５日  比企広域市町村圏組合管理者に、東松山市長坂本祐之輔氏が就任する。 

   

平成７年 

  ２月１０日  救急車（ⅡＢ型）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

  ２月２８日  救急車（高規格）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

  ３月２８日  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、松山北分署に更新配備した。 

３月３１日  ６年度内退職者５名、職員総数２１５名となる。 

  ４月 １日  新規採用１２名、比企広域市町村圏組合事務局より１名補充、職員総数２

２８名となる。 

    〃    比企広域市町村圏組合職員定数条例の一部を改正する。 

         （消防職員定数２４５名に改める。） 

    〃    第２代消防長に岡部英雄氏が就任する。 
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平成７年 

  ６月１６日  連絡車（トヨタ カムリ）を東松山危険物防火安全協会より寄贈を受ける。 

  ７月２１日  査察車（トヨタ マークⅡバン）を購入し、消防本部予防課に更新配備した。 

 １０月２３日  連絡車（トヨタ コロナ）を小川地区防火安全協会より寄贈を受ける。 

 １１月 ８日  ２３時３０分頃吉見町大字下細谷９５０番地２号、東洋製罐株式会社埼玉

工場の高さ 30.9ｍ、延べ面積 4,154 ㎡のラック式自動倉庫から発生した火災

において、翌日未明、消火活動中の職員２名殉職、消火協力者１名死亡する。 

         殉職者 

          消防司令長 新井伸夫（４３歳） 

          消 防 士 長 高橋 通（２２歳） 

         消火協力者 

          可児慎治氏（２７歳） 

 １２月２０日  東松山市中央公民館において、殉職者２名の消防葬を執行した。 

 １２月２２日  救助工作車（Ⅱ型）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

 

平成８年 

  １月３１日  救急車（ⅡＢ型４ＷＤ）２台購入し、吉見分署・都幾川分署に更新配備した。 

  ３月３１日  ７年度内退職者等４名（内殉職者２名・出向者１名）、職員総数２２４名と

なる。 

  ４月 １日  新規採用１２名、職員総数２３６名となる。 

    〃    比企広域消防本部の組織等に関する規則の一部を改正する。 

         （予防課に調査指導係を置き３係とした。） 

  ６月２４日  連絡車（トヨタ カルディナ）を購入し、吉見分署に更新配備した。 

  ７月３０日  連絡車（日産 セレナ）を購入し、消防本部管理課に配備した。 

 １１月 ６日  比企広域市町村圏組合消防慰霊祭が執行された。 

  

平成９年 

  １月２０日  救急車（高規格）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

  ２月 ７日  救急車（ⅡＢ型）を購入し、滑川分署に更新配備した。 

  ３月３１日  ８年度内退職者１名、職員総数２３５名となる。 

  ４月 １日  新規採用６名、職員総数２４１名となる。 

    〃    埼玉県（消防学校）へ職員１名派遣、職員総数２４０名となる。 

  ５月２７日  連絡車（トヨタ カローラ）を購入し、消防本部管理課に配備した。 

６月 ９日  指令車（三菱 ギャラン）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

    〃    連絡車（日産 ＡＤバン）を購入し、滑川分署に更新配備した。 

 １１月 ６日  比企広域市町村圏組合消防慰霊祭が執行された。 

  

平成１０年 

  ３月３１日  ９年度内退職者２名、職員総数２３８名となる。 

  ４月 １日  比企広域市町村圏組合職員定数条例の一部を改正する。 

         （消防職員定数２５５名に改める。）  

    〃    新規採用４名、職員総数２４２名となる。 

  ４月 １日  埼玉県内における携帯電話１１９番通報受信・転送業務を開始した。 

  ６月１８日  保安車（三菱 レグナム）を購入し、消防本部予防課に配備した。 

 １１月 ４日  比企広域市町村圏組合消防慰霊祭が執行された。 
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平成１１年 

    ３月３１日  １０年度内退職者１名、職員総数２４１名となる。 

        ４月 １日    嵐山分署新庁舎完成（鉄筋コンクリート造２階建一部鉄骨造６階建、延べ  

面積 1,200.70 ㎡）職員２０名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台、  

連絡車１台をそれぞれ配備し、業務を開始した。 

    〃    新規採用６名、職員総数２４７名となる。 

 １０月２８日  地震体験車を購入し、嵐山分署に配置した。 

 １１月３０日  消防ポンプ自動車 （ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

 

平成１２年 

  ３月２１日  救急車（高規格）を財団法人日本損害保険協会より寄贈を受け、嵐山分署

に更新配備した。 

  ３月２３日  調査車（三菱 レグナム）を購入し、消防本部予防課に更新配備した。 

    ３月３１日  指揮車（トヨタ ハイエース）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

    〃    １１年度内退職者６名、職員総数２４１名となる。 

  ４月 １日  職員１名の派遣を解き、新規採用７名、職員総数２４９名となる。 

    〃    第３代消防長に関根敏正氏が就任する。 

    〃    比企広域消防本部の組織等に関する規則の一部を改正する。 

         （警防課指令係を指令課に改め４課とした。） 

         （警防課に研修・施設係を置き２係とした。） 

  ５月１８日  マイクロ（日産 キャラバン）を東松山危険物防火安全協会より寄贈を受け

る。 

  ７月１９日  資機材搬送車（三菱 キャンター）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

  ７月２５日  救急車（高規格）を購入し、松山北分署に更新配備した。 

 １１月２０日  指令課の地図検索システムを更新した。 

１２月２０日  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ａ型）を購入し、吉見分署に更新配備した。 

    〃    救急車（ⅡＢ型）を購入し、高坂分署に更新配備した。 

 

平成１３年 

  ３月３１日  １２年度内退職者３名、職員総数２４６名となる。 

  ４月 １日  職員１名の派遣を解き、新規採用５名、職員総数２５２名となる。 

  ８月 ７日  連絡車（三菱 ミニキャブバン）を購入し、松山北分署に更新配備した。  

１０月 １日  吉見分署新庁舎完成（鉄筋コンクリート造２階建一部鉄骨造６階建、延べ

面積 1,529.84 ㎡）職員２０名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台、   

連絡車１台をそれぞれ配備し、業務を開始した。 

 

平成１４年 

 １月３０日  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

    ３月３１日  １３年度内退職者４名、職員総数２４８名となる。 

    ４月 １日  新規採用５名、職員総数２５３名となる。 

    ５月２２日  比企広域消防本部設立１０周年式典及び、幼年消防クラブ発足式が東松山

中央公民館にて挙行された。  

    ８月 ８日  指揮車（トヨタ ランドクルーザー）を購入し、東松山消防署に更新配備し

た。 

９月 １日  比企広域消防本部ホームページを開設、ＩＴ情報サービスを開始する。 
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平成１５年 

 １月２０日  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、高坂分署に更新配備した。 

 ３月２０日  消防本部庁舎の一部 149.65 ㎡を増築し、延べ面積 2,471.16 ㎡となる。 

    ３月３１日  １４年度内退職者２名、職員総数２５１名となる。 

    ４月 １日  新規採用４名、職員総数２５５名となる。  

１１月 ７日  第６回全国消防広報コンクール「ホームページ部門」において最優秀賞を

受賞する。 

   

平成１６年 

２月１９日  化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、嵐山分署に更新配備した。  

    ３月３１日  １５年度内退職者６名、職員総数２４９名となる。 

    ４月 １日  新規採用４名、職員総数２５３名となる。 

      〃    第４代消防長に安野泰治氏が就任する。 

 ８月２０日  小川消防署ときたま分署庁舎完成（鉄筋コンクリート造２階建一部４階建、

延べ面積 999.90 ㎡）職員２０名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台、

連絡車１台をそれぞれ配備し、業務を開始した。 

 ９月 １日    八都県市合同防災訓練埼玉県会場が、東松山市正代地内にて実施される。 

 ９月２４日  連絡車２台（ニッサン ＡＤバン）を購入し、嵐山分署及び、ときたま分署

に更新配備した。 

１１月１９日  第７回全国消防広報コンクール「ホームページ部門」において最優秀賞に

選ばれ、２年連続の受賞となる。 

 

平成１７年 

  １月２４日  救急車（災害対応高規格）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

２月２８日  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、ときたま分署に更新配備した。 

  ３月３１日  １６年度内退職者４名、職員総数２４９名となる。 

  ４月 １日  新規採用６名、職員総数２５５名となる。 

     〃     比企広域市町村圏組合職員定数条例の一部を改正する。 

（消防職員定数２７０名に改める。） 

       〃     第５代消防長に須藤勇氏が就任する。 

 

平成１８年 

２月 ２日    救急車（高規格）を購入し、吉見分署に更新配備した。 

２月２０日  調査車（ニッサン キャラバン）を購入し、東松山消防署に配備した。 

３月３１日  １７年度内退職者５名、職員総数２５０名となる。 

４月 １日  新規採用８名、出向者１名、職員総数２５７名となる。 

〃     消防署の組織等に関する規程などの一部を改正する。 

（両消防署の当直組織を２課制とし、火災調査や立入検査等の事務分掌を 

改正した。） 

〃     都幾川村と玉川村の合併に伴い小川消防署ときたま分署を小川消防署とき 

がわ分署に改称する。 

１０月 ７日   庁用車（ニッサン ティアナ）を購入し、消防本部管理課に更新配備した。 

１１月２２日   水槽車を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

１２月２６日   水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、滑川分署に更新配備した。 
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平成１９年 

１月 ５日    水槽車を購入し、小川消防署に更新配備した。 

２月２２日  救急車（高規格）を購入し、ときがわ分署に更新配備した。 

１月２４日    ２ヶ年計画による消防本部用地総合整備事業が完了した。 

（敷地面積 17,532.36 ㎡） 

３月３０日    支援車（Ⅲ型）を新規導入し、消防本部警防課へ配備した。 

３月３１日    １８年度内退職者６名、職員総数２５１名となる。 

４月 １日    新規採用８名、職員総数２５９名となる。 

１１月  ９日  第１０回全国消防広報コンクール「ホームページ部門」において最優秀賞 

に選ばれ、３度目の受賞となる。 

 

平成２０年 

３月１３日    救急車（高規格）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

３月１４日   救急車（高規格）を購入し、滑川分署に更新配備した。 

３月３１日    １９年度内退職者８名、職員総数２５１名となる。 

〃     消防緊急通信指令施設改修工事２ヶ年計画中、１９年度分を完了する。 

４月 １日    職員２名の出向を解き、比企広域市町村圏組合事務局へ職員１名出向し、

新規採用９名、職員総数２６１名となる。 

６月２５日    連絡車（三菱 ランサーカーゴ）を購入し、吉見分署に更新配備した。 

７月２２日    指令車（トヨタ カローラ）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

７月３１日    消防本部に防災車庫棟（鉄骨造２階建、延べ面積 200.0 ㎡）が完成した。 

１１月１７日    水槽付消防ポンプ自動車（災害対応特殊水槽付－Ⅱ型）を購入し、東秩父 

分署に更新配備した。 

１２月１０日    消防ポンプ自動車 (ＣＤ－Ⅰ型)を購入し、小川消防署に更新配備した。 

 

平成２１年 

３月 ６日    救急車（高規格）を購入し、東秩父分署に更新配備した。 

   〃     連絡車（ニッサン セレナ）を購入し、消防本部管理課に更新配備した。 

３月 ９日    救助工作車（Ⅱ型）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

３月１２日    消防緊急通信指令施設改修工事２ヶ年計画が完了した。 

３月３１日    ２０年度内退職者９名、職員総数２５２名となる。 

４月 １日    埼玉県へ１名出向、１名派遣し、新規採用１２名、職員総数２６３名とな 

る。 

７月２２日    連絡車（ホンダ パートナー）を購入し、滑川分署に更新配備した。 

９月 ２日    指令車（トヨタ カローラ）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

１１月２５日    水槽付消防ポンプ自動車（災害対応特殊水槽付－Ⅱ型）を購入し、松山北 

分署に更新配備した。 

 

平成２２年 

  ３月 ２日    はしご車（３０ｍ級）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

３月 ５日    消防庁長官表彰にて、表彰旗を受章する。 

３月１９日    連絡車（ニッサン ティーダ）を２台購入し、消防本部管理課、小川消防 

署に更新配備した。 

〃      マイクロ（トヨタ ハイエース）を購入し、消防本部管理課に更新配備した。 
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平成２２年 

３月３１日    ２１年度内退職者１２名、職員総数２５１名となる。 

４月 １日    職員１名の出向を解き、比企広域市町村圏組合事務局へ職員１名出向し、

新規採用１４名、職員総数２６５名となる。 

〃        第６代消防長に小林敏扶氏が就任する。 

    ８月 ５日  比企広域市町村圏組合管理者に、東松山市長森田光一氏が就任する。 

 

平成２３年 

    ２月２５日  救急車（災害対応高規格）を購入し、嵐山分署に更新配備した。 

    ３月 １日  救急車（高規格）を購入し、高坂分署に更新配備した。 

 ３月１１日  東日本大震災発生に伴い、緊急消防援助隊を岩手県陸前高田市に計６隊 

          １８名、福島県本宮市に計８隊２４名を派遣する。 

３月１３日  救助工作車（Ⅱ型）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

    ３月１６日  連絡車（トヨタ ハイエース）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

    ３月３１日  ２２年度内退職者１４名、職員総数２５１名となる。 

    ４月 １日  職員３名の出向並びに派遣を解き、埼玉県へ職員２名派遣し、新規採用 

１３名、職員総数２６５名となる。 

〃    第７代消防長に内田公生氏が就任する。 

 

 平成２４年 

    ２月２８日  化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

    ３月１７日  救急車（高規格）を購入し、松山北分署に更新配備した。 

    ３月２１日  保安車（トヨタ カローラ）を購入し、消防本部予防課に更新配備した。 

    ３月３１日  ２３年度内退職者１４名、職員総数２５１名となる。 

    ４月 １日  職員１名の出向を解き、東松山市へ職員１名派遣、比企広域市町村圏組合 

          事務局へ職員１名出向し、新規採用１４名、職員総数２６５名となる。 

      〃    第８代消防長に旭修三郎氏が就任する。 

    ６月 ９日  比企広域消防本部設立２０周年記念式典を開催した。 

    ６月２６日  連絡車（トヨタ プリウス）を購入し、消防本部警防課に更新配備した。 

   １０月１０日  小川消防署新庁舎完成（鉄筋コンクリート造２階建一部鉄骨造２階、延べ

面積 2,660.11 ㎡）職員４２名、指令車１台、指揮車１台、資機材搬送車１台、 

救助工作車１台、連絡車２台、はしご車１台、水槽車１台、水槽付消防ポン

プ自動車１台、消防ポンプ自動車１台、救急車１台、調査車１台をそれぞれ

配備し、業務を開始した。 

 

 平成２５年 

    ３月３１日  ２４年度内退職者１７名、職員総数２４８名となる。 

    ４月 １日  職員１名の派遣を解き、総務省へ職員１名派遣、埼玉県へ職員１名派遣、 

          新規採用１５名、職員総数２６３名となる。 

      〃    第９代消防長に須長信夫氏が就任する。 

   １１月２５日  消防ポンプ自動車 (ＣＤ－Ⅰ型)を購入し、東松山消防署に更新配備した。  

     

平成２６年 

２月２８日  はしご車（屈折２０ｍ級）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

３月３１日  ２５年度内退職者９名、職員総数２５４名となる。 

－ 11 －



平成２６年 

４月 １日  職員３名の派遣並びに出向を解き、埼玉県へ職員１名派遣、比企広域市町  

 村圏組合事務局へ職員１名を出向、新規採用１２名、職員総数２６６名とな 

る。 

    ９月１７日  資機材搬送車（日野 デュトロ）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

９月１９日  防災体験車を購入し、消防本部警防課へ配備した。 

   １２月２４日  救急車（高規格）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

 

平成２７年 

  １月２０日  査察車（ホンダ フィット）を購入し、消防本部予防課に更新配備した。 

  ２月１７日  消防救急デジタル無線設備設置工事が完了し、運用を開始した。 

  ２月２５日  地震体験車を購入し、嵐山分署に更新配備した。 

  ３月 ９日  消防緊急指令施設の表示パネル（車両運用表示盤・支援情報表示盤・多目 

        的情報表示盤・映像制御装置）を更新し運用を開始した。 

３月１３日  指揮車（トヨタ ハイエース）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

３月３１日  ２６年度内退職者１３名、職員総数２５３名となる。 

４月 １日  職員２名の派遣を解き、埼玉県へ職員１名派遣、新規採用１３名、職員総

数２６６名となる。 

７月 １日  滑川分署新庁舎完成（鉄筋コンクリート造２階建一部６階建、延べ面積

1,219.66 ㎡）職員２０名、水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台、連絡

車１台をそれぞれ配備し、業務を開始した。 

 

平成２８年 

   ３月 ４日  消防緊急指令施設（指令装置・表示盤・指令伝送装置・災害状況等自動案

内装置・音声合成装置・システム監視装置・統合型位置情報通知システム・

監視カメラ運用）を更新し運用を開始した。 

３月 ９日   救急車（高規格）を購入し、吉見分署に更新配備した。 

３月１８日  水槽付消防ポンプ自動車（災害対応特殊水槽付－Ⅱ型）を購入し、吉見分 

署に更新配備した。 

３月３１日  ２７年度内退職者１０名、職員総数２５６名となる。 

４月 １日  職員１名の出向を解き、新規採用１３名、職員総数２７０名となる。 

 

平成２９年 

１月１９日  消防緊急指令施設のディスプレイ（車両表示端末装置・出退表示入力端末

装置・指令情報受信装置）を更新し運用を開始した。 

３月１１日   救急車（災害対応高規格）を購入し、ときがわ分署に更新配備した。 

３月１５日  指揮車（トヨタ ハイエース）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

３月２１日  救急車（高規格）を購入し、滑川分署に更新配備した。 

３月２４日  水槽付消防ポンプ自動車（災害対応特殊水槽付－Ⅱ型）を購入し、小川消 

防署に更新配備した。 

３月３１日  ２８年度内退職者１３名、職員総数２５７名となる。 

４月 １日  職員１名の派遣を解き、埼玉県へ職員１名派遣、新規採用１２名、職員総

数２６９名となる。 

      〃    第１０代消防長に吉野勝已氏が就任する。 
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平成３０年 

２月１９日  救急車（高規格）を購入し、小川消防署に更新配備した。 

３月 ６日   東秩父分署新庁舎完成（鉄骨造２階建、延べ面積 462.71 ㎡）職員１１名、

水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台、連絡車１台をそれぞれ配備し、

業務を開始した。 

    ３月３１日  ２９年度内退職者９名、職員総数２６０名となる。 

 ４月 １日  職員１名の派遣を解き、埼玉県へ職員１名派遣、比企広域市町村圏組合事 

務局へ職員１名出向し、新規採用８名、職員総数２６７名となる。 

      〃    第１１代消防長に小林明雄氏が就任する。 

１２月２５日  水槽付消防ポンプ自動車（災害対応特殊水槽付－Ⅱ型）を購入し、高坂分 

       署に更新配備した。 

 

平成３１年 

２月 ８日   救急車（高規格）を購入し、嵐山分署に更新配備した。 

  ３月３１日  ３０年度内退職者１名、職員総数２６６名となる。 

  ４月 １日  職員１名の派遣を解き、埼玉県へ職員１名派遣、新規採用３名、職員総数 

２６９名となる。 

     〃     比企広域市町村圏組合職員定数条例の一部を改正する。 

（消防職員定数２８６名に改める。） 

 令和元年 

   １２月１１日  松山北分署庁舎の大規模改修工事が完了した。 

 

令和２年  

１月１５日   救急車（高規格）を購入し、松山北分署に更新配備した。 

 １月２１日  化学消防ポンプ自動車（災害対応特殊化学－Ⅱ型）を購入し、嵐山分署に

更新配備した。 

３月３１日  元年度内退職者３名、職員総数２６６名となる。 

  ４月 １日  職員１名の出向を解き、比企広域市町村圏組合事務局へ職員 1 名出向し、

新規採用７名、職員総数２７３名となる。 

    ７月１５日  無人航空機ドローン（DJI Mavic）を購入し、東松山消防署と小川消防署に

配備し、運用を開始する。 

        ９月１１日  連絡車（トヨタ ピクシスメガ）を購入し、ときがわ分署に更新配備した。 

   １０月 １日  指令課Ｎｅｔ１１９緊急通報システムを導入し運用を開始する。 

   １２月１６日  救急車（高規格）を購入し、東松山消防署に更新配備した。 

 

 令和３年 

     ２月 ３日  救急車（高規格）を購入し、高坂分署に更新配備した。 

     ３月３１日  ２年度内退職者７名、職員総数２６６名となる。 

   ４月 １日  職員１名の派遣を解き、埼玉県へ職員１名派遣、新規採用６名、職員総数 

         ２７２名となる。 

     ５月 １日   埼玉西部消防組合、坂戸・鶴ヶ島消防組合、比企広域市町村圏組合及び西入 

間広域消防組合は、消防指令業務を共同処理するため、埼玉西部地域消防指令 

事務協議会を設置する。 

〃     埼玉西部地域消防指令事務協議会へ職員１名派遣する。 
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東松山市立青鳥小学校４年生 堀越 彩人 さん 

令和２年度防火ポスター展 

東 松 山 市 長 賞 
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消防係･警防第１係･救急第１係･警防第２係･救急第２係

消防係･警防第１係･救急第１係･警防第２係･救急第２係

消 防 第 ２ 課

予防係・保安係・査察指導係

滑 川 分 署

消 防 第 ２ 課 指揮第２担当･警防第２係･救助第２係･救急第２係

消 防 課

（令和３年４月１日現在）

東 秩 父 分 署

警 防 課

ときがわ分署

指令第１グループ・指令第２グループ

指揮第２担当･警防第２係･救助第２係･救急第２係

消防係･警防第１係･救急第１係･警防第２係･救急第２係

消 防 第 １ 課

比 企 広 域 消 防 組 織 図

管 理 課

消防係･警防第１係･救急第１係･警防第２係･救急第２係

消 防 課

警防係・研修･施設係

松 山 北 分 署

嵐 山 分 署

指揮第１担当･警防第１係･救助第１係･救急第１係

消防係・指導係

消防係・指導係

高 坂 分 署

副 管 理 者

東松山消防署

吉 見 分 署

警防第１係･救急第１係･警防第２係･救急第２係

警防第１係･救急第１係･警防第２係･救急第２係

消防係･警防第１係･救急第１係･警防第２係･救急第２係

吉 見 消 防 団

東 秩 父 消 防 団

小 川 消 防 署

ときがわ消防団

東 松 山 消 防 団

管 理 者

事 務 局

小 川 消 防 団

消 防 本 部

滑 川 消 防 団

嵐 山 消 防 団

消 防 第 １ 課 指揮第１担当･警防第１係･救助第１係･救急第１係

予 防 課

指 令 課

庶務係・管理係
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令和３年度構成市町村予算額 
 

                                                               （単位 千円）   

市町村名 一般会計予算額  消防費予算額 一般会計と消防費の割合 (％)

東 松 山 市 30,500,000 1,303,170 4.27 

滑 川 町 6,103,000 327,037 5.35 

嵐 山 町 6,024,000 342,592 5.68 

小 川 町 9,030,000 553,908 6.13 

吉 見 町 7,258,000 512,143 7.05 

と き が わ 町 5,262,532 299,876 5.69 

東 秩 父 村 1,986,000 134,884 6.79 

合      計 66,163,532 3,473,610 5.25 

 

 

比 企 広 域 消 防 本 部 予 算 額 
 

  歳 入                                                           （単位 千円）   

款  ３年度予算額  ２年度予算額 ３年度構成比 (％) 

１ 分担金及び負担金 2,950,898 2,956,951 93.12 

２ 使用料及び手数料 5,039 7,352 0.16 

３ 国 庫 支 出 金 2 1 0.00 

４ 県 支 出 金 1 1 0.00 

５ 財 産 収 入 126 126 0.00 

６ 寄 附 金 1 1 0.00 

７ 繰 越 金 100,000 90,000 3.16 

８ 諸 収 入 21,333 28,268 0.67 

９ 組 合 債 91,600 73,300 2.89 

歳 入 合 計 3,169,000 3,156,000 100.00 

 

  歳  出                                                             （単位 千円）   

款  ３年度予算額  ２年度予算額 ３年度構成比 (％) 

１ 総 務 費 22,214 30,307 0.70 

２ 消 防 費 2,933,421 2,902,776 92.57 

３ 公 債 費 203,782 212,071 6.43 

４ 予 備 費 9,583 10,846 0.30 

歳 出 合 計 3,169,000 3,156,000 100.00 
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比企広域消防本部予算の構成市町村負担金 
 

                                                                     (単位  千円)  

市町村名 年度 常備消防費 非常備消防費 合   計 

東 松 山 市 

３年 1,082,237 21,189 1,103,426

２年 1,075,834 24,545 1,100,379

滑 川 町 

３年 292,098 19,381 311,479

２年 290,582 27,097 317,679

嵐 山 町 

３年 295,607 28,820 324,427

２年 293,858 29,148 323,006

小 川 町 

３年 462,319 31,119 493,438

２年 459,583 42,271 501,854

吉 見 町 

３年 311,556 23,884 335,440

２年 309,501 25,316 334,817

と き が わ 町 

３年 239,969 32,390 272,359

２年 238,671 36,509 275,180

東 秩 父 村 

３年 77,169 33,160 110,329

２年 76,032 28,004 104,036

合 計 

３年 2,760,955 189,943 2,950,898

２年 2,744,061 212,890 2,956,951
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1 1

1 1

2 2

課 長 (1) (1)

課 長 補 佐 1 1

庶 務 係 1 1 2 4

管 理 係 2 1 3

派 遣 3 3

課 長 1 1

課 長 補 佐 2 2

予 防 係 1 2 3

査 察 指 導 係 (1) 1 1 (1) 2

保 安 係 (1) 2 (1) 2

課 長 1 1

課 長 補 佐 1 1

警 防 係 1 1 1 3

研 修 ･ 施 設 係 2 2

課 長 1 1

指令第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1 5 6

指令第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1 4 1 6

署 長 (1) (1) 0

副 署 長 1 1

消 防 課 (1) 1 2 1 (1) 4

消 防 第 １ 課 1 2 4 5 4 8 24

消 防 第 ２ 課 1 2 4 5 4 8 24

松 山 北 分 署 1 4 4 4 6 19

高 坂 分 署 1 1 4 4 4 4 18

吉 見 分 署 1 2 5 4 3 5 20

滑 川 分 署 1 3 4 4 4 4 20

署 長 1 1

副 署 長 1 1

消 防 課 (1) 1 2 1 (1) 4

消 防 第 １ 課 1 2 4 4 4 5 20

消 防 第 ２ 課 1 2 4 4 4 5 20

嵐 山 分 署 1 2 5 4 4 4 20

ときがわ分署 1 2 5 4 4 4 20

東 秩 父 分 署 1 4 2 3 1 11

1 (2) 4 (2) 14 (2) 28 70 54 46 55

職　員　の　配　置　状　況

（令和３年４月１日現在）

　　　　階 級 別　

 所 属 別　 副士長

消　防

司　令
消防監

消　　　防　　　吏　　　員

7

130

13

消　防

予
防
課

消防士

管
理
課

小　　計消 防

（ ）内は、兼務者及び事務取扱者の数を示す。

消　防消　防

司令長

指
令
課

消　防

司令補 士　長正 監

次　    長

97

消
　
　
　
防
　
　
　
本
　
　
　
部

消
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
署

11

消  防  長

東
松
山
消
防
署

合　　　　　計

警
防
課

  (6)  272

小
川
消
防
署

10

副　参　事
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消　防 消　防 消　防 消　防 消　防 消　防

正　監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長

（3） 6 （3）6

      6      6

      3      3

（2） 8      1 （2）7

     10     10

     13      5    8

     10      5      5

     10      5      5

     14      1      8      5

     13      5      8

     12      8      4

     12      2      7      3

     12      5      7

      8      7      1

 （1）8      2 （1）6

      8      3      5

      4      2      2

      4      4

      4      3      1

      5      5

      5      4      1

      6      6

 （1）5 （1）5

      3      1      2

      5      1      4

     12      1      1      7      3

     12      4      8

      7      3      4

      5      3      2

     13      3      5      3      2

     10      7      2      1

      5      1      2      2

      4      2      1      1

0

      4      2      2

      2      2

0

      3      1      1      1

      1      1

0

0

0

(7)272 1 4 14  28 (1)70 (1)54 46 (5 )55 

15.2 37.0 34.0 32.2 24.3 21.5 14.4 8.6 4.0

（ ）内は、女性消防吏員数を示す。

職　員　の　勤　続　年　数

　　　　階 級 別　

小計

消　　　防　　　吏　　　員

消防監 消防士
 勤続年数別　

（令和３年４月１日現在）

１ 年 未 満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上４年未満

４年以上５年未満

５年以上６年未満

６年以上７年未満

７年以上８年未満

８年以上９年未満

９年以上 10年未満

10年以上 11年未満

11年以上 12年未満

12年以上 13年未満

13年以上 14年未満

14年以上 15年未満

15年以上 16年未満

16年以上 17年未満

17年以上 18年未満

18年以上 19年未満

19年以上 20年未満

20年以上 21年未満

21年以上 22年未満

22年以上 23年未満

23年以上 24年未満

24年以上 25年未満

25年以上 26年未満

26年以上 27年未満

27年以上 28年未満

28年以上 29年未満

29年以上 30年未満

30年以上 31年未満

31年以上 32年未満

32年以上 33年未満

33年以上 34年未満

34年以上 35年未満

35年以上 36年未満

平 均 勤 続

36年以上 37年未満

37年以上 38年未満

38年以上 39年未満

39年以上 40年未満

41年以上 42年未満

合　　 　計

40年以上 41年未満
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消　防 消　防 消　防 消　防 消　防 消　防

正　監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長

      1      1

      1      1

      1      1

      3      3

 (1)  6 (1)  6

      3      3

 (2) 13 (2) 13

 (2) 12 (2) 12

      8      8

      9      4      5

     11      9      2

      5      5

     12      1     11

     13      4      9

     16      9      7

      9      8      1

      8      8

      2      2

     12      6      6

 (1)  8      3 (1)  5

      3      2      1

      8            6      2

      4      3      1

      8      8

      1      1

      6      5      1

 (1) 13 (1) 12      1

     10      1      9

     11      4      6      1

     14      7      7

      9      6      2      1

      9      2      7

      4      1      1      2

      1      1

      2      2

      3      1      2

      4      4

      3      1      2

      3      1      1      1

      2      1      1

      1      1

0

(7）272      1      4     14     28 (1) 70 (1) 54     46 (5) 55

36.0 59.0 55.3 53.1 48.0 42.5 36.0 29.8 24.7

( )内は、女性消防吏員数を示す。

５ ９  　歳

６ ０  　歳

合　  　計

平 均 年 齢

５ ３  　歳

５ ４　  歳

５ ５　  歳

５ ６　  歳

５ ７  　歳

５ ８  　歳

４ ７  　歳

４ ８  　歳

４ ９  　歳

５ ０  　歳

５ １  　歳

５ ２  　歳

４ １　  歳

４ ２  　歳

４ ３  　歳

４ ４  　歳

４ ５  　歳

４ ６  　歳

３ ５  　歳

３ ６  　歳

３ ７  　歳

３ ８  　歳

３ ９  　歳

４ ０  　歳

２ ９  　歳

３ ０  　歳

３ １  　歳

３ ２  　歳

３ ３  　歳

３ ４  　歳

２ ３　  歳

２ ４  　歳

２ ５　  歳

２ ６　  歳

２ ７　  歳

２ ８  　歳

 年 齢 別

１ ８　  歳

１ ９　  歳

２ ０  　歳

２ １  　歳

２ ２  　歳

消防士

（令和３年４月１日現在）

職　　員　　の　　年　　齢

階 級 別　

小　計

消　　　防　　　吏　　　員

消防監

－ 23 －



総
合

幹 部 科 6 1 266 2

警 防 科 3 初 級 幹 部 科 13 1

救 助 科 6 予 防 科 予 防 課 程 4

救 急 科 6 予防科危険物課程 1

予 防 科 2 予 防 査 察 科 23 2

危 険 物 科 1 火 災 調 査 科 17

火 災 調 査 科 13 警 防 科 37 2

女 性 活 躍 推 進 救 急 科

コ ー ス Ⅱ課程・標準課程含む

自 主 防 災 組 織 育 成

短 期 コ ー ス

危 機 管 理

国民保護 コ ー ス

43 2 実 火 災 訓 練 教 育 8 3

幹 部 特 別 教 育 12 1

実 科 指 導 員 教 育 10

水 難 救 助 員 教 育 6

はしご車操作員教育 2

高 度 ・ 特 別 高 度

救 助 教 育

698 20

205 5

合　　　　　計

講

習

消
 
 
防
 
 
大
 
 
学
 
 
校

専
 
　
科

航 空 隊 長 コ ー ス

1

埼
 
 
玉
 
 
県
 
 
消
 
 
防
 
 
学
 
 
校

12

1

2

初 任 教 育

幹
部

教
育

特 殊 災 害 科

職　員　の　教　育　実　施　状　況

教　　　育　　　課　　　程教　　　育　　　課　　　程 累計 2年度 累計 2年度

（令和３年４月１日現在）

11

合　　　　　計

259

4

救 助 科

20警 防 活 動 教 育

特
 
別
 
教
 
育

専
 
科
 
教
 
育

2

－ 24 －



2 4

242 45

13 35

7 22

66 240

5 10

1 39

5 70

10 78

8 26

8 34

63 13

227 82

1 51

4

10

83

消 防 設 備 士

危  険  物  取  扱  者

甲　種

看 護 師

乙　種

丙　種

甲

消防設備点検資格者

１　種

酸 素 欠 乏 危 険 作 業

２　種

有 機 溶 剤 主 任

救 急 救 命 士

足 場 組 立 作 業 主 任

技
　
能
　
講
　
習
　
修
　
了
　
者

ガ ス 溶 接

ア ー ク 溶 接

玉 掛応 急 手 当 指 導 員 養 成 講 習

小型移動式クレーン

潜 水 士

特定化学物質等作業者技能講習

大 型 特 殊 予 防 技 術 資 格 認 定 者

自 動 二 輪 特 殊 無 線 技 士

け ん 引 衛 生 管 理 者

乙

自 動 車 整 備 士 高 圧 ガ ス 製 造 保 安 責 任 者

小 型 船 舶 操 縦 士

自
　
動
　
車
　
運
　
転
　
免
　
許

大 型

２　種

１　種

１　種

職 員 の 特 殊 技 能 ・ 各 種 資 格 状 況

（令和３年４月１日現在）

種　　　　　　　　類 総　数 種　　　　　　　類 総　数

普　　 　　通
(中型・準中型含む)
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12

2

3滑 川 町 30

管
 

外
 

の
 

居
 

住
 

地

本 庄 市 1

狭 山 市 1

入 間 市 1

職　 員 　の 　居 　住 　地

（令和３年４月１日現在）

居 住 地 人 員 居 住 地 人 員

4小 川 町 36

行 田 市 1

深 谷 市

管
　
内
　
の
　
居
　
住
　
地

嵐 山 町 13

82東 松 山 市

東 秩 父 村 6

管 内 計 204

68

吉 見 町 23

と き が わ 町 14

上 里 町 1

北 本 市

1

2

合 計 272

川 越 市

5鴻 巣 市

久 喜 市

1

川 島 町

越 生 町

2

8

5熊 谷 市

管
　
外
　
の
　
居
　
住
　
地

毛 呂 山 町

寄 居 町

管 外 計

桶 川 市

鶴 ヶ 島 市

坂 戸 市 4

秩 父 市

1

さ い た ま 市

日 高 市

2

1

鳩 山 町

9

1
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建　築 敷地面積 延面積

年月日 （㎡） （㎡）

 〒 355-0073  昭和  鉄筋コンクリート造２階建

 東松山市  55.10.31  車庫棟（別棟）

消 防 本 部  大字上野本1300-1    本部　鉄骨造

 ℡ 0493-23-2266(代表)  平成    署　　鉄骨造

東松山消防署  20. 7.31  防災車庫棟(別棟)鉄骨造２階建

 23. 3.24  訓練塔B塔(別棟)

　（改修）  鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造２階建

 〒 355-0005  平成

 東松山市   1. 4. 1  鉄筋コンクリート造２階建

 大字松山2551-1  令和  車庫棟（別棟）

 ℡ 0493-23-2260 　1.12.11          鉄骨造

　（改修）

 〒 355-0045  平成

 東松山市   4. 3.25

 大字宮鼻860-15

 ℡ 0493-34-4535

 〒 355-0118  平成  鉄筋コンクリート造２階建

 比企郡吉見町  13.10. 1  一部鉄骨造６階建

 大字下細谷1196-1  車庫棟（別棟）

 ℡ 0493-54-1558   　　　 鉄骨造

 〒 355-0811  平成

 比企郡滑川町  27. 7. 1  鉄筋コンクリート造２階建

 大字羽尾2532-2  一部６階建

 ℡ 0493-56-2221

 〒 355-0312  平成  鉄筋コンクリート造２階建

 比企郡小川町  24.10.10  一部鉄骨造２階建

 大字上横田1247-2  車庫棟（別棟）鉄骨造

 ℡ 0493-72-3565  訓練塔B塔（別棟） 

 鉄筋コンクリート造３階建

 訓練塔C塔（別棟）

鉄骨造３階建

 〒 355-0215  平成  鉄筋コンクリート造２階建

 比企郡嵐山町大字平沢  11. 4. 1  一部鉄骨造６階建

 仮換地７街区1画地  車庫棟（別棟）

 ℡ 0493-62-3890  　 　　 鉄骨造

 〒 355-0354  平成

 比企郡ときがわ町  16. 8.20  鉄筋コンクリート造２階建

 大字番匠385-1  一部４階建

 ℡ 0493-65-1531

 〒 355-0375  平成

 秩父郡東秩父村  30. 3. 6

 大字御堂541-1

 ℡ 0493-82-1215

509.04

ときがわ分署 2,162.26

松 山 北 分 署

604.71

小 川 消 防 署 2,660.11

3,147.54

滑 川 分 署

消 防 庁 舎 等 の 現 況

（令和３年４月１日現在）

所　　在　　地 構　　　　　造

17,532.36 2,820.83

区　　　分

東 秩 父 分 署 2,473.69 462.71 鉄骨造２階建

高 坂 分 署 4,000.02

1,219.66

吉 見 分 署 4,759.64 1,529.84

2,787.96

999.90

嵐 山 分 署 2,386.53 1,200.70

9,697.40

鉄筋コンクリート造２階建
車庫棟（別棟）

鉄骨造
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令和２年度防火ポスター展 

滑 川 町 長 賞 

滑川町立月の輪小学校 4 年生 斉藤 美羽 さん 

警 防 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警

防





署　　　　　　　所 　9 9 100.0

区　　　　　　　分 基　準　数 現　有　数 充　足　率（％）

準 市 街 地 の 人 口 12,228

そ の 他 の 地 域 の 人 口 9,477

合　　　　　　計 188,624

消防力の整備指針と現況

１　管内人口 （令和３年４月１日現在）

区　　　　　　分 人　　　　　　口

市 街 地 の 人 口 166,919

２　常備消防力 （令和３年４月１日現在）

区　　　　　　  分 基 準 数 現 有 数 充足率(％) 基準人員 現有人員 充足率(％)

消 防 ポ ン プ 自 動 車
（ 水 槽 車 ２ 台 含 む ）

※　 　11 11 100.0

※    289        207 71.6

指 揮 車 2 

救 急 車  ※ 　　 9 9 100.0

化 学 消 防 車 ※　　　2 2 100.0

救 助 工 作 車 2 2 100.0

2 100.0

は し ご 車 2 2 100.0

※     26 　　　　14 53.8

通 信 員 ※     13 　　　　13 100.0

予 防 要 員

100.0

   合　　　　　　   計 ※    366 　　　 272      74.3

庶 務 処 理 等 の 人 員 ※     38 　　　　38

（部）※ 　　42 42 100.0

３　非常備消防力 （令和３年４月１日現在）

区　　　　　　  分 基 準 数 現 有 数 充足率(％) 基準人員 現有人員 充足率(％)

　700(25)

動力消防ポンプ車数（口）※ 　　85 85 100.0

(　)内は、機能別消防団員数を示す。

     90.9
消 防 ポ ン プ 自 動 車（台）※ 　　39 39 100.0

手引き・小型動力ポンプ（口）※　 　 7 7 100.0
※770(45)

※印の基準については、市町村の実情に基づき算定した弾力基準数です。

分 団

※
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種別

４０㎥ ２０㎥以上 １５０mm １５０mm

市町村別 以上 ４０㎥未満 以上 未満

東 松 山 市 597 172 619 665 46 2,099

滑 川 町 99 54 227 202 51 633

嵐 山 町 127 49 103 184 1 464

小 川 町 215 29 203 583 13 1,043

吉 見 町 170 34 161 266 24 655

ときがわ町 191 45 86 175 5 502

東 秩 父 村 60 14 13 109 2 198

合 計 1,459 397 1,412 2,184 142 0 5,594

口径 100mm 300mm

市町村別 未満 以上

東 松 山 市 117 548 309 160 37 113 1,284

滑 川 町 121 81 134 59 34 429

嵐 山 町 85 99 69 26 3 5 287

小 川 町 361 222 101 76 16 10 786

吉 見 町 133 133 66 54 11 30 427

ときがわ町 107 68 39 45 2 261

東 秩 父 村 85 24 13 122

合 計 1,009 1,175 731 420 67 194 3,596

※ 125ｍｍ口径を含む（ときがわ町 1基、東秩父村 3基）

消 火 栓 口 径 別 調

（令和３年４月１日現在）

100mm 150mm 200mm 250mm 合　　計

消 防 水 利 の 状 況

（令和３年４月１日現在）

防火水槽 消火栓
プール
沼・池

消　防
井　戸

合　　計

※

※
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　所　属　別

　分 類 器具名

35 5 11 2 2 2 1 9 1 1 1
27 1 9 2 1 2 1 8 1 1 1
2 0 1 1

18 5 2 1 2 1 4 1 1 1
3 2 1

15 4 1 1 1 1 3 2 1 1
5 3 2
4 2 2

ハンマードリル 4 3 1
大型油圧救助器具一式 4 2 2
油圧救助器具一式 4 2 2

18 1 4 1 2 1 2 3 2 1 1
6 4 2
6 3 3

46 22 3 1 2 2 14 1 1
9 3 1 3 1 1

バスケット担架 6 3 3
可搬式ウインチ 12 4 1 6 1
マンホール救助器具 4 2 2
マット型空気ジャッキ 3 2 1
救助用支柱器具 1 1
クレーン装置（3t未満） 2 1 1
油圧ウインチ装置（電動を含む） 4 2 2
耐電服一式 11 7 4
防毒服一式 2 2
陽圧式化学防護服 12 10 2
放射能防護服一式 7 3 1 2 1
耐熱服一式 6 2 2 2
高圧活線接近警報機 10 5 5
検電器 2 1 1
除染シャワーシステム一式 1 1
潜水器具一式 8 8
救命ボート（アルミ製、ゴム製、FRP製） 4 2 1 1
船外機 4 2 1 1
画像探索機 3 2 1
熱画像直視装置 3 2 1

7 2 1 2 1 1
11 2 1 1 1 1 2 1 1 1

真空法ガス検知器 4 2 2
10 1 5 4

ポケット線量計 26 21 5
赤外線放射温度計 4 2 2

267 95 16 17 17 16 66 15 15 10
198 4 64 11 9 12 12 55 10 11 10

5 5
109 42 5 5 5 5 32 6 6 3

5 3 2
5 3 2

エアーテント一式 3 2 1
2 1 1

救助器具

破壊器具

ガス溶断機

酸素呼吸器

その他

測定器具
放射線測定器

空気呼吸器

ガス測定器

チェーンソー

車両移動器具

送排風機

張力計

緩降機

空気ボンベ

酸素ボンベ

サバイバースリング又は救助用縛帯

削岩機

平担架

東
松
山
消
防
署

松

山

北

分

署

三連梯子

かぎ付き梯子

救命索発射銃

空気鋸

警

防

課

エンジンカッター

発電機

投光器一式

と
き
が
わ
分
署

小

川

消

防

署

嵐

山

分

署

主な特殊器具配置状況
（令和３年４月１日現在）

照明器具

東

秩

父

分

署

合

計

吉

見

分

署

滑

川

分

署

高

坂

分

署

照明装置
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No. 名　称 シャシ・ポンプ等 登録ナンバー 初年度登録

無
線
装
置

A
V
M

広
報
装
置

備　　考

1 庁用車 ニッサン 熊谷300 ふ3959 Ｈ18.10 乗用（ティアナ）

2 連絡車 トヨタ 熊谷300 ゆ1853 Ｈ24. 6 乗用（プリウス）

3 査察車 ホンダ 熊谷800 す5292 Ｈ27. 1 ● ● 予防１（フィット）

4 保安車 トヨタ 熊谷800 す3741 Ｈ24. 2 ● ● 予防２（カローラ）

5 連絡車 ニッサン 熊谷501 つ1270 Ｈ21. 2 乗用（セレナ）

6 連絡車 ニッサン 熊谷501 と 524 Ｈ22. 3 乗用（ティーダ）

7 マイクロ トヨタ 熊谷200 さ1182 Ｈ22. 3 乗用（ハイエース）15人乗り

8 支援車 三菱 熊谷800 す 854 Ｈ19. 3 ● ● ● 20人乗り

9 地震体験車 いすゞ 熊谷830 さ1502 Ｈ27. 2

10 防災体験車 トヨタ 熊谷400 ち4497 Ｈ26. 9 電動リフター（100㎏）

11 指令車 トヨタ 熊谷800 す2469 Ｈ21. 8 ● ●

12 指揮車 トヨタ 熊谷800 す6436 Ｈ29. 2 ● ● ●

13 松山1号車 日野・モリタA-2 熊谷830 す1202 Ｈ24. 2 ● ● ● 水槽（1.3ｔ）化学薬液（0.5t）ＣＡＦＳ装置

14 松山2号車 日野・モリタA-2 熊谷830 さ1311 Ｈ25.11 ● ● ●

15 水槽車 日野・ロビンB-2 熊谷800 は 511 Ｈ18.11 ● ● ● 水槽（9ｔ）

16 救助工作車 日野 熊谷830 た1102 Ｈ23. 2 ● ● ● 照明・ウインチ・クレーン・救助資機材

17 はしご車 日野 熊谷830 た1002 Ｈ22. 2 ● ● ● 照明・30ｍ級先端屈折

18 高規格救急車 トヨタ 熊谷830 せ2012 Ｒ 2.11 ● ● ● 高度救命処置資器材

19 調査車 ニッサン 熊谷800 さ9801 Ｈ18. 2 ● ● ●

20 資機材搬送車 日野 熊谷830 さ1409 Ｈ26. 9 ● ● ● 格納式パワーゲート（1000kg）

21 パワーショベル小松 Ｈ 3.11 付属品グラスバーＶ

22 松山北1号車 日野・モリタA-2 熊谷800 は 644 Ｈ21.10 ● ● ● 水槽（2ｔ）災害対応水Ⅱ型

23 高規格救急車 トヨタ 熊谷830 ね2001 Ｒ1. 12 ● ● ● 高度救命処置資器材

24 連絡車 三菱 熊谷 80 あ 865 Ｈ13. 7 ● ●

25 高坂1号車 日野・モリタA-2 熊谷830 せ1811 Ｈ30.12 ● ● ● 水槽（2ｔ）災害対応水Ⅱ型・ＣＡＦＳ装置

26 高規格救急車 トヨタ 熊谷830 す2102 Ｒ 3. 1 ● ● ● 高度救命処置資器材

27 連絡車 ニッサン 熊谷880 あ 225 Ｈ19. 7 ● ●

28 吉見1号車 日野・モリタA-2 熊谷830 せ1603 Ｈ28. 3 ● ● ● 水槽（2ｔ）災害対応水Ⅱ型・ＣＡＦＳ装置

29 高規格救急車 トヨタ 熊谷830 そ1603 Ｈ28. 3 ● ● ● 高度救命処置資器材

30 連絡車 三菱 熊谷800 す1741 Ｈ20. 6 ● ●

31 資機材搬送車 三菱 熊谷800 さ5820 Ｈ14. 8 ● ●

32 滑川1号車 日野・モリタA-2 熊谷800 は 519 Ｈ18.12 ● ● ● 水槽（2ｔ）

33 高規格救急車 トヨタ 熊谷800 す6453 Ｈ29. 2 ● ● ● 高度救命処置資器材

34 連絡車 ホンダ 熊谷800 す2425 Ｈ21. 7 ● ●

35 指令車 トヨタ 熊谷800 す1743 Ｈ20. 6 ● ●

36 指揮車 トヨタ 熊谷800 す5387 Ｈ27. 3 ● ● ●

37 小川1号車 日野・モリタA-2 熊谷830 す1702 Ｈ29. 2 ● ● ● 水槽（2ｔ）災害対応水Ⅱ型・ＣＡＦＳ装置

38 小川2号車 日野・モリタA-2 熊谷800 す2041 Ｈ20.11 ● ● ● 動力昇降装置・動力ホース延長装置

39 水槽車 日野・モリタB-2 熊谷800 は 527 Ｈ19. 2 ● ● ● 水槽（5ｔ）

40 救助工作車 日野 熊谷831 と 119 Ｈ21. 2 ● ● ● 照明・ウインチ・クレーン・救助資機材

41 はしご車 日野 熊谷830 す1402 Ｈ26. 2 ● ● ● 20ｍ級屈折はしご

42 高規格救急車 トヨタ 熊谷830 さ1801 Ｈ30. 1 ● ● ● 高度救命処置資器材

43 調査車 トヨタ 熊谷800 す1374 Ｈ19.12 ● ●

44 資機材搬送車 三菱 熊谷800 さ5821 Ｈ14. 8 ● ●

45 連絡車 ニッサン 熊谷501 と 525 Ｈ22. 3 乗用（ティーダ）

46 連絡車 トヨタ 熊谷300 も5447 Ｈ23. 3 乗用（ハイエース）10人乗り

47 嵐山1号車 日野・モリタA-2 熊谷830 ぬ2001 Ｒ1. 12 ● ● ● 水槽(1.5ｔ)化学薬液(0.5ｔ)災害対応特殊化学Ⅱ型・ＣＡＦＳ装置

48 高規格救急車 トヨタ 熊谷830 す1901 Ｈ31. 2 ● ● ● 高度救命処置資器材

49 連絡車 ニッサン 熊谷800 さ8402 Ｈ16. 9 ● ●

50 ときがわ1号車 日野・モリタA-2 熊谷800 は 357 Ｈ17. 2 ● ● ● 水槽（2ｔ）

51 高規格救急車 トヨタ 熊谷800 す6454 Ｈ29. 2 ● ● ● 高度救命処置資器材

52 連絡車 トヨタ 熊谷880 あ1496 Ｒ 2. 8 ● ●

53 東秩父1号車 日野・モリタA-2 熊谷800 は 617 Ｈ20.11 ● ● ● 水槽（2ｔ）災害対応水Ⅱ型

54 高規格救急車 トヨタ 熊谷830 と 911 Ｈ21. 2 ● ● ● 高度救命処置資器材

55 連絡車 ニッサン 熊谷800 す1051 Ｈ19. 7 ● ●

56 高規格救急車 トヨタ 熊谷800 す5273 Ｈ26.12 ● ● ● 高度救命処置資器材

57 予備消防車 日野・モリタA-2 熊谷800 は 284 Ｈ16. 2 ● 水槽（1.5ｔ）

小
川
消
防
署

　
分
署

嵐
山

　
　
分
署

と
き
が
わ

　
分
署

東
秩
父

予備車

比企広域消防本部保有車両一覧表
（令和３年４月１日現在）

区　分

消
防
本
部

東
松
山
消
防
署

　
分
署

松
山
北

　
分
署

高
坂

　
分
署

吉
見

　
分
署

滑
川
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2 7

332 1,139
人 数

361 42

23

保

育

園

159
体 験

245 0 0

病

院

老

人

福

祉

施

設

幼

稚

園

公

民

館

3

集

会

所

学

校

用  途  別  運  行  状  況

（
小
中
高
）

そ

の

他

用途別　

 利用数

件 数 5 0 0 6

11　月 4 55

養
護
施
設

（令和２年１月～令和２年１２月）

合

計

23 322

187

12　月 0 0 0

合　計 1,139

9　月 3 17 28

10　月 1 7 14

7　月 0 0 0

8　月 0 0 0

5　月 0 0 0

6　月 0 0 0

3　月 1 7 28

4　月 0 0 0

1　月 8 164 627

2　月 6 72 255

地 震 体 験 車 運 行 状 況

件数等 
運　行　件　数 操　作　回　数 体　験　人　数

 月別

（令和２年１月～令和２年１２月）

－ 35 －



0 4

防 災 体 験 車 運 行 状 況

件数等 
運　行　件　数 体　験　回　数 体　験　人　数

 月別

（令和２年１月～令和２年１２月）

1　月 7 226 928

2　月 0 0 0

3　月 0 0 0

4　月 0 0 0

0

5　月 0 0 0

6　月 0 0 0

1 37 37

7　月 0 0 0

8　月 0 0

0 0 0

合　計 1,334

9　月 2 7 143

10　月

11　月 2 17

養
護
施
設

（令和２年１月～令和２年１２月）

合

計

12 287

226

12　月

用  途  別  運  行  状  況

（
小
中
高
）

そ

の

他

用途別　

 利用数

件 数 3 0 0 2

病

院

老

人

福

祉

施

設

幼

稚

園

公

民

館

3

集

会

所

学

校

12

保

育

園

193
体 験

509 0 0 395 1,334
人 数

237 0
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令和２年度防火ポスター展 

嵐 山 町 長 賞 

予 防 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嵐山町立志賀小学校 4 年生 吉田 颯茉 さん 

予

防





イ 劇 場 ・ 映 画 館 0

ロ 公 会 堂 又 は 集 会 場 65 14 26 46 17 29 7 204

イ キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー 等 0

ロ 遊 技 場 又 は ダ ン ス ホ ー ル 5 2 1 2 1 1 12

ハ 性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 店 舗 等 0

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 1 1

イ 待 合 ・ 料 理 店 等 0

ロ 飲 食 店 55 13 20 34 5 22 1 150

4 百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 等 133 22 32 37 14 13 2 253

イ 旅 館 ・ ホ テ ル 等 12 4 4 1 1 2 24

ロ 寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅 等 903 154 123 105 34 15 5 1,339

(1) 避 難 の た め に 患 者 の 介 助 が 必 要 な 病 院 2 3 5

(2) 避 難 の た め に 患 者 の 介 助 が 必 要 な 有 床 診 療 所 1 1

(3) (1)以外の病院、(2)以外の有床診療所・有床助産所 9 2 2 4 17

(4) 無 床 診 療 所 ・ 無 床 助 産 所 45 4 4 19 3 3 78

(1) 老 人 短 期 入 所 施 設 等 23 5 5 14 4 8 2 61

(2) 救 護 施 設 0

(3) 乳 児 院 0

(4) 障 害 児 施 設 等 0

(5) 障 害 者 支 援 施 設 等 17 4 24 1 5 1 52

(1) 老 人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 等 11 1 5 9 5 2 33

(2) 更 生 施 設 0

(3) 保 育 所 等 27 7 4 4 1 4 1 48

(4) 障 害 児 施 設 等 2 1 2 1 1 7

(5) 就労支援・共同生活援助を行う施設等 33 7 7 4 2 1 54

ニ 幼 稚 園 、 特 別 支 援 学 校 等 17 2 2 2 1 24

7 小 ・ 中 ・ 高 ・ 大 学 校 等 89 17 20 30 17 13 4 190

8 図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 等 6 2 3 3 2 1 17

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等 0

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 1 2 1 1 2 7

10 車 両 の 停 車 場 等 1 2 1 4

11 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等 31 10 12 6 7 7 2 75

イ 工 場 又 は 作 業 場 360 128 156 149 101 164 24 1,082

ロ 映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ 0

イ 自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場 21 1 3 5 30

ロ 飛 行 機 格 納 庫 0

14 倉 庫 154 43 43 49 72 61 3 425

15 事 務 所 ・ 銀 行 等 272 63 48 62 63 38 24 570

イ 複合用途（特定防火対象物） 147 15 14 43 10 12 6 247

ロ 複 合 用 途 （ イ 以 外 の も の ） 95 8 9 14 3 7 136

16 の2 地 下 街 0

16 の3 準 地 下 街 0

17 重 要 文 化 財 建 造 物 等 3 2 2 3 3 2 15

18 ア ー ケ ー ド 0

19 市 町 村 長 の 指 定 す る 山 林 0

20 自 治 省 令 で 定 め る 舟 車 0

2,541 533 564 650 374 413 86 5,161合　　　　　　　　計

イ

ロ

ハ

5

6

9

12

13

16

3

市町村別防火対象物一覧表
（令和３年４月１日現在）

市　町　村　別 東

松

山

市

滑

川

町

嵐

山

町

小

川

町

吉

見

町

と
き
が
わ
町

東

秩

父

村

合

計 項 目  ・  用　途

1

2
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5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 合

階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 計

イ 0
ロ 0
イ 0
ロ 1 1
ハ 0
ニ 0
イ 0
ロ 0

4 1 1
イ 1 1 2 1 5
ロ 59 5 3 3 5 8 4 1 1 2 91

（1）避難のために患者の介助が必要な病院 2 1 3
（2）  避難のために患者の介助が必要な有床診療所 0
（3）  (1)以外の病院、(2)以外の有床診療所・有床助産所 2 1 1 4
（4）無 床 診 療 所 ・ 無 床 助 産 所 0
（1）老 人 短 期 入 所 施 設 等 0
（2）救 護 施 設 0
（3）乳 児 院 0
（4）障 害 児 施 設 等 0
（5）障 害 者 支 援 施 設 等 0
（1）老人デイサービスセンター等 0
（2）更 生 施 設 0
（3）保 育 所 等 0
（4）障 害 児 施 設 等 0
（5）就労支援・共同生活援助を行う施設等 0

ニ 0
7 5 1 1 7
8 0

イ 0
ロ 0

10 0
11 0

イ 7 1 8
ロ 0
イ 0
ロ 0

14 3 2 5
15 7 3 10

イ 8 2 2 1 13
ロ 9 2 1 12

16 の2 0
16 の3 0
17 0

104 16 7 9 7 8 4 1 1 1 2 160
85 9 6 6 5 6 3 1 1 1 1 124
4 1 1 1 7
4 2 1 7
8 1 1 1 1 2 1 1 16
3 2 5

1 1
0

と き が わ 町

東 秩 父 村

地 下 街

飛 行 機 格 納 庫

嵐 山 町

小 川 町

吉 見 町

映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

倉 庫

事 務 所 ・ 銀 行 等
複合用途（特定防火対象物）

複合用途（イ以外のもの）

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

イ 以 外 の 公 衆 浴 場

車 両 の 停 車 場 等

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等

工 場 又 は 作 業 場

待 合 ・ 料 理 店 等

飲 食 店

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 等

旅 館 ・ ホ テ ル 等

劇 場 ・ 映 画 館

公 会 堂 又 は 集 会 場

キャバレー・カフェー等

遊技場又はダンスホール

性風俗関連特殊営業店舗等

寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅 等

幼稚園、特別支援学校等

小 ・ 中 ・ 高 ・ 大 学 校 等

図書館・博物館・美術館等

市町村

重 要 文 化 財 建 造 物 等

東 松 山 市

滑 川 町

13

イ

ロ

ハ

16

合　　　　　　　　　　計

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

準 地 下 街

3

5

6

9

12

2

中 高 層 防 火 対 象 物 数

（令和３年４月１日現在）

階　　別 

 項目・用途

1

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等
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13 5 2 6

127 34 25 20 11 18 16 3

44 17 14 2 5 3 1 2

7 2 2 1 2

148 62 18 17 24 13 14

11 3 1 2 3 1 1

43 19 5 1 9 4 2 3

23 2 13 1 2 2 3

403 139 78 43 55 43 37 8

51 24 3 6 7 6 3 2

51 24 6 1 2 10 4 4

92 34 17 8 13 12 8

194 82 26 15 22 28 15 6

610 226 106 64 77 71 52 14

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

小　　　　計

合　　　　　計

合

　
　
計

東

松

山

市

貯
　
　
　
蔵
　
　
　
所

取
　
　
扱
　
　
所

一 般 取 扱 所

屋 内 貯 蔵 所

移動タンク貯蔵所

製　造　所

市町村別危険物施設の現況

（令和３年４月１日現在）

             市町村別

  施設別

滑

川

町

嵐

山

町

小

川

町

吉

見

町

給　油

取扱所

営 業 用

自 家 用

と

き

が

わ

町

東

秩

父

村

屋 外 貯 蔵 所

小　　　　計

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所
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５倍 ５倍 １０倍 ５０倍 100倍 150倍 200倍 １千倍

を超え を超え を超え を超え を超え を超え を超え

１０倍 ５０倍 100倍 150倍 200倍 １千倍 るもの

以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下

13 1 2 5 3 1 1

127 53 32 30 3 4 3 2

44 8 12 19 2 3

7 3 4

148 65 30 34 8 4 3 4

11 11

43 40 3

23 17 6

403 197 84 86 13 8 6 7 2

51 2 5 6 4 34

51 6 5 38 2

92 29 29 29 5

194 35 34 69 12 6 4 34 0

610 233 120 160 28 14 11 42 2

営 業 用

自 家 用

製　造　所

 

 施 設 別

小　　　　計

移動タンク貯蔵所

合
　
　
　
計

指定数量別危険物製造所等施設数

（令和３年４月１日現在）

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

         指定数量別

合　　　　　計

一 般 取 扱 所

小　　　　計

取
 
 
 
扱
 
 
 
所

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

貯
 
 
 
蔵
 
 
 
所

屋 外 貯 蔵 所

給　油

取扱所
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防火管理者資格取得状況 

                       

 令和元年度 令和２年度 累計総数 

種 別 
甲 種 

乙種 
甲 種 

乙種 
甲 種 

乙種 
新規講習 再講習 新規講習 再講習 新規講習 再講習 

回 数 2 1 2 2 1 3 108 13 52 

人 数 97 12 82 48 25 66 7,010 239 1,243 

 

 

住宅防火モデル地区 

（令和２年度） 

場    所 地     区 世 帯 数

東 松 山 市 上唐子第２区、星城団地自治会、松風台自治会 464 

滑 川 町 第５区 和泉地区 155 

嵐 山 町 遠山地区 40 

小 川 町 深田地区 130 

吉 見 町 ニュータウン江和井自治会 27 

と き が わ 町 根際地区自治会 152 

東 秩 父 村 川下区、川上区、萩平区、向堀区 177 

 

 

幼年消防クラブ 

（令和３年４月１日現在） 

場    所 団 体 名 称 児 童 数

東 松 山 市 

桃 の 木 保 育 園 

若 草 保 育 園 

松 山 幼 稚 園 

30 

29 

78 

小 川 町 お が わ 幼 稚 園 62 
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令和２年度防火ポスター展 

小 川 町 長 賞 

火 災 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小川町立大河小学校４年生 加藤 伶凰 さん 

火

災





合 建 林 車 そ

の

計 物 野 両 他 （建物）㎡ （単位：千円）

２年 20 11 1 3 5 622 84,574

元年 38 18 2 18 987 100,721

比較 -18 -7 1 1 -13 -365 -16,147

２年 7 4 1 2 92 3,705

元年 7 2 1 4 0 962

比較 0 2 -1 1 -2 92 2,743

２年 5 1 1 3 33 921

元年 14 2 6 1 5 209 31,611

比較 -9 -1 -6 0 -2 -176 -30,690

２年 8 7 1 182 19,383

元年 10 5 3 2 351 10,139

比較 -2 2 -2 0 -2 -169 9,244

２年 10 6 1 3 484 23,548

元年 9 5 1 3 1,013 113,899

比較 1 1 0 0 0 -529 -90,351

２年 2 1 1 81 2,827

元年 7 4 1 2 20 5,610

比較 -5 -3 -1 0 -1 61 -2,783

２年 0 0 0

元年 2 1 1 27 1,019

比較 -2 -1 0 0 -1 -27 -1,019

２年 52 30 2 6 14 1,494 134,958

元年 87 37 11 4 35 2,607 263,961

比較 -35 -7 -9 2 -21 -1,113 -129,003

合
 
 
計

と
き
が
わ
町

吉
見
町

東
秩
父
村

東
松
山
市

滑
川
町

嵐
山
町

小
川
町

市　町　村　別　火　災　発　生　件　数
(令和２年１月～令和２年１２月）

     種別

 市町村

損　害　額焼損床面積

－ 47 －



１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

2 5 5 1 4 2 3 2 3 3 30

1 1 2

1 1 2 1 1 6

1 2 2 1 3 1 1 3 14

4 7 9 2 5 4 0 6 4 0 4 7 52

1 3 5 3 5 17

1 1 2

1 2 1 1 3 1 4 1 6 20

1 2 3 1 3 10

2 7 9 1 6 4 0 4 2 0 11 3 49

19 218 481 13 27 68 54 614 1,494

0

4 1 7 3 1 1 1 18

1 1 2 1 1 6

1 1 2

1 5 3 1 4 1 8 2 25

1 11 12 4 9 1 17 3 58

建  物 521 5,348 25,742 2,130 1,893 416 231 30 76,519 154 112,984

内容物 180 851 11,011 177 286 473 74 106 6,961 8 20,127

0

96 881 401 154 20 1,552

5 18 211 10 40 11 295

701 6,300 37,634 2,325 2,791 1,053 0 345 136 0 83,500 173 134,958

そ の 他

合    計

区 分

出

火

件

数

建
 
物

損

害

額

（

単

位

千

円

）

焼

損

棟

数

負 傷 者

合    計

林    野

車    両

ぼ    や

半    焼

り 災 世 帯 数

死

傷

者 死    者

り 災 人 員

焼

損

面

積

合    計

全    焼

建物（㎡）

林野 （a）

車両（台）

部 分 焼

月　別　火　災　概　要　(管内総計）

建    物

林    野

車    両

(令和２年１月～令和２年１２月）

そ の 他

－ 48 －



１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

1 2 2 1 1 1 2 1 11

1 1

1 1 1 3

1 1 1 1 1 5

2 2 3 1 1 1 0 2 3 0 2 3 20

5 5

0

1 1 1 1 5 9

1 2 1 1 5

1 2 2 0 1 0 0 1 1 0 10 1 19

9 613 622

0

1 1 1 1 4

1 1 1 1 1 5

1 1

1 1 2 1 1 7 13

1 5 8 1 1 14 30

建  物 29 27 1 761 2 3 76,459 77,282

内容物 15 1 72 104 15 6,953 7,160

0

1 20 21

18 42 40 11 111

44 28 73 18 907 1 0 42 18 0 83,432 11 84,574

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

1 2 1 4

0

1 1

1 1 2

0 1 0 0 2 1 0 1 1 0 0 1 7

1 1

0

1 2 1 4

1 1

0 2 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0 6

74 18 92

0

2 6 2 10

0

1 1

2 1 3

4 1 5

建  物 1,894 1,132 27 3,053

内容物 195 22 91 308

0

11 170 153 334

10 10

0 2,100 0 0 1,324 163 0 0 118 0 0 0 3,705

損
害
額
（
単
位
千
円
）

建
物

林    野

車    両

そ の 他

合    計

り 災 世 帯 数

焼
損
面
積

建物（㎡）

林野 （a）

車両（台）

り 災 人 員

死
傷
者 死    者

全    焼

半    焼

部 分 焼

ぼ    や

合    計

負 傷 者

そ の 他

合    計

滑
川
町

出
火
件
数

建    物

林    野

車    両

そ の 他

合    計

焼
損
棟
数

死    者

部 分 焼

ぼ    や

合    計

建物（㎡）

損
害
額
（
単
位
千
円
）

林野 （a）

車両（台）

林    野

車    両

り 災 世 帯 数

り 災 人 員

区　　　分

建    物

林    野

車    両

出
火
件
数

東
松
山
市

そ の 他

負 傷 者

（令和２年１月～令和２年１２月）
市　町　村  月　別　火　災　概　要

区　　　分

合    計

全    焼

半    焼

建
物

焼
損
棟
数

焼
損
面
積

死
傷
者
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

1 1

0

1 1

1 1 1 3

0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5

0

0

1 1

0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

33 33

0

1 1

0

0

0

0

建  物 0

内容物 40 40

0

881 881

0

0 0 921 0 0 0 0 0 0 0 0 0 921

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

1 1 1 1 1 2 7

1 1

0

0

0 0 2 1 0 1 0 1 0 0 1 2 8

1 1

1 1

1 1 1 3

2 2

0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 2 7

154 13 6 8 1 182

0

0

1 1

0

1 1 1 2 5

4 4 3 3 14

建  物 15,789 2,130 214 60 154 18,347

内容物 628 177 146 69 8 8 1,036

0

0

0

0 0 16,417 2,307 0 146 0 283 0 0 68 162 19,383

そ の 他

合    計

焼
損
棟
数

全    焼

半    焼

部 分 焼

ぼ    や

区　　　分

嵐
山
町

出
火
件
数

建    物

林    野

合    計

死
傷
者

負 傷 者

死    者

車    両

り 災 世 帯 数

合    計

焼
損
面
積

建物（㎡）

林野 （a）

車両（台）

そ の 他

合    計

焼
損
棟
数

全    焼

り 災 人 員

損
害
額
（
単
位
千
円
）

建
物

林    野

車    両

そ の 他

半    焼

部 分 焼

ぼ    や

合    計

区　　　分

小
川
町

出
火
件
数

建    物

林    野

車    両

負 傷 者

死    者

り 災 世 帯 数

焼
損
面
積

建物（㎡）

林野 （a）

車両（台）

（令和２年１月～令和２年１２月）
市　町　村  月　別　火　災　概　要

り 災 人 員

損
害
額
（
単
位
千
円
）

建
物

林    野

車    両

そ の 他

合    計

死
傷
者
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

1 1 1 1 1 1 6

0

1 1

1 1 1 3

2 1 2 0 2 1 0 2 0 0 0 0 10

1 2 5 2 10

0

1 2 3

2 2

1 2 5 0 2 3 0 2 0 0 0 0 15

19 63 294 62 46 484

0

2 1 3

0

0

1 2 3

1 7 8

建  物 492 1,087 9,952 416 15 11,962

内容物 165 168 10,271 160 327 5 11,096

0

85 231 316

5 169 174

657 1,345 20,223 0 560 743 0 20 0 0 0 0 23,548

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

1 1

0

0

1 1

0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

0

1 1

0

0

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

81 81

0

0

0

0

1 1

1 1

建  物 2,340 2,340

内容物 487 487

0

0

0

0 2,827 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,827

そ の 他

合    計

焼
損
棟
数

全    焼

半    焼

部 分 焼

ぼ    や

区　　　分

と
き
が
わ
町

出
火
件
数

建    物

林    野

合    計

死
傷
者

負 傷 者

死    者

車    両

り 災 世 帯 数

合    計

焼
損
面
積

建物（㎡）

林野 （a）

車両（台）

そ の 他

合    計

焼
損
棟
数

全    焼

り 災 人 員

損
害
額
（
単
位
千
円
）

建
物

林    野

車    両

そ の 他

半    焼

部 分 焼

ぼ    や

合    計

区　　　分

吉
見
町

出
火
件
数

建    物

林    野

車    両

負 傷 者

死    者

り 災 世 帯 数

焼
損
面
積

建物（㎡）

林野 （a）

車両（台）

（令和２年１月～令和２年１２月）
市　町　村  月　別　火　災　概　要

り 災 人 員

損
害
額
（
単
位
千
円
）

建
物

林    野

車    両

そ の 他

合    計

死
傷
者
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

建  物 0

内容物 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

損
害
額
（
単
位
千
円
）

車    両

合    計

半    焼

部 分 焼

死
傷
者

出
火
件
数

そ の 他

林    野

合    計

そ の 他

り 災 人 員

林野 （a）

り 災 世 帯 数

建    物

車    両

車両（台）

建物（㎡）焼
損
面
積

焼
損
棟
数

合    計

市　町　村  月　別　火　災　概　要
（令和２年１月～令和２年１２月）

負 傷 者

林    野

建
物

死    者

区　　　分

ぼ    や

全    焼

東
秩
父
村

－ 52 －



原因別

市町村別

2 1 1 2 2 2 6 4 20

(1) (1) (1) (2) (1) (4) (1) (11)

1 2 1 1 1 1 7

(1) (1) (1) (1) (4)

1 1 3 5

(1) (1)

1 1 1 5 8

(1) (1) (5) (7)

2 2 2 1 2 1 10

(2) (1) (1) (1) (1) (6)

1 1 2

(1) (1)

0

(0)

3 3 5 3 7 4 2 1 18 6 52

(1) (3) (3) (3) (1) (2) (1) (0) (13) (3) (30)

区  分

月　

２月 1

３月

４月 1

１１月 東松山市東平 建　物 613 83,409

小 川 町

火

遊

び

そ

の

他

吉見町本沢 建　物 294

東 秩 父 村

（令和２年１月～令和２年１２月）

こ

ん

ろ

配

線

電
灯
電
話
等
の

吉 見 町

ときがわ町

東 松 山 市

合 計

滑 川 町

嵐 山 町

発　生　場　所 

74

焼 損 面 積 損　　害　　額
火 災 種 別

合

計

（単 位 千 円）

不
明
・
調
査
中

（単 位 ㎡）

滑川町中尾 2,100建　物

東松山市高坂 その他 18

20,223

出火原因別火災件数

死 者

た

ば

こ

令和２年の主な火災

（　）は建物火災の件数

（死者の発生した火災又は損害額２千万円以上の火災）

た

き

火

ス

ト

ー

ブ

放

火

放

火

の

疑

い

－ 53 －





令和２年度防火ポスター展 

吉 見 町 長 賞 

救急・救助 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉見町立南小学校４年生 福田 稜 さん 

救
急
・
救
助





1 出動件数 758 1 1 51 5 1 125 2 7 498 67

月 搬送人員 652 1 1 45 5 1 105 6 426 62

2 出動件数 674 3 61 14 7 108 3 9 407 62

月 搬送人員 566 53 14 7 92 1 6 342 51

3 出動件数 690 3 45 3 109 4 5 438 83

月 搬送人員 601 1 44 3 94 4 5 376 74

4 出動件数 612 32 10 97 2 9 393 69

月 搬送人員 495 29 10 87 1 5 304 59

5 出動件数 647 2 35 15 105 6 7 406 71

月 搬送人員 517 28 13 85 5 3 329 54

6 出動件数 625 1 58 7 95 14 373 77

月 搬送人員 542 46 6 86 10 325 69

7 出動件数 678 38 18 3 109 4 7 403 96

月 搬送人員 585 39 18 3 99 3 4 336 83

8 出動件数 870 3 63 18 10 115 1 5 570 85

月 搬送人員 728 54 18 10 97 1 3 481 64

9 出動件数 743 3 2 50 12 5 105 2 9 471 84

月 搬送人員 636 1 48 11 3 96 8 405 64

10 出動件数 734 59 9 111 5 9 451 90

月 搬送人員 642 52 9 103 5 4 387 82

11 出動件数 735 2 56 9 3 118 1 4 459 83

月 搬送人員 632 53 9 3 105 1 3 391 67

12 出動件数 780 3 65 9 1 110 1 2 488 101

月 搬送人員 660 1 58 9 1 98 1 2 408 82

合 出場件数 8,546 21 0 3 613 129 30 1,307 31 87 5,357 968

計 搬送人員 7,256 4 0 1 549 125 28 1,147 22 59 4,510 811

（令和２年１月～令和２年１２月）

月 別 救 急 件 数

そ

の

他

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害 月　別

種　別 自

損

行

為

急

病

－ 57 －



２年 4,254 9 2 304 61 19 576 23 44 2,590 626

元年 4,894 21 7 390 83 46 634 36 38 2,936 703

比較 -640 -12 -7 2 -86 -22 -27 -58 -13 6 -346 -77

２年 674 3 60 7 6 119 2 3 446 28

元年 789 2 2 83 13 10 131 6 10 499 33

比較 -115 1 0 -2 -23 -6 -4 -12 -4 -7 -53 -5

２年 803 2 62 17 1 127 4 6 534 50

元年 858 5 95 17 9 138 4 5 537 48

比較 -55 -3 0 0 -33 0 -8 -11 0 1 -3 2

２年 1,315 3 1 63 14 1 196 14 816 207

元年 1,554 4 86 10 7 267 3 16 942 219

比較 -239 -1 0 1 -23 4 -6 -71 -3 -2 -126 -12

２年 762 4 64 13 2 148 2 10 484 35

元年 845 7 1 2 69 14 8 137 1 10 574 22

比較 -83 -3 -1 -2 -5 -1 -6 11 1 0 -90 13

２年 549 40 16 1 104 7 367 14

元年 530 2 1 1 39 15 89 11 348 24

比較 19 -2 -1 -1 1 1 1 15 0 -4 19 -10

２年 189 20 1 37 3 120 8

元年 194 1 18 2 1 37 1 1 132 1

比較 -5 -1 0 0 2 -1 -1 0 -1 2 -12 7

２年 8,546 21 0 3 613 129 30 1,307 31 87 5,357 968

元年 9,664 42 9 5 780 154 81 1,433 51 91 5,968 1,050

比較 -1,118 -21 -9 -2 -167 -25 -51 -126 -20 -4 -611 -82

合
 
 
計

嵐
山
町

小
川
町

吉
見
町

東
秩
父
村

東
松
山
市

交

通

労

働

災

害

一

般

負

傷

火

災

合

計

運

動

競

技

自

然

災

害

水

難

市 町 村 別 救 急 出 動 件 数

自

損

行

為

滑
川
町

と
き
が
わ
町

加

害

(令和２年１月～令和２年１２月）

急

病

種 別 そ

の

他 市町村
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処置状況

種　別

急    病

交    通

一般負傷

そ の 他

合    計

　　 種別

程度別

死    亡

重    症

中 等 症

軽    症

そ の 他

合    計

 　　種別

年令区分

新 生 児

乳 幼 児

少    年

成    人

高 齢 者

合    計

0

4,510 8114 0 1 549 125 7,25628 1,147 22 59

845 6 11 3,073 554 4,6503 139 19

227 15 42 1,262 231 2,2541 1 364 106 5

26 1 6 85 2 17734 23

49 89 6 15612

1 18 19

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

そ

の

他

合

計

火

災

自
然
災
害

水

難

交

通

労
働
災
害

運
動
競
技

59 4,510 811 7,256

年 齢 ・ 区 分 別 搬 送 人 員
(令和２年１月～令和２年１２月）

484

2,954

4 0 1 549 125 28 1,147 22

9

186 824

3 126 49 7

合

計

そ

の

他

急

病

160 1 182

509

581 20 11 1,803

22 2,038 565 3,296

73 14

396 63 21

2

59

27 131 1

運
動
競
技

労
働
災
害

交

通

水

難

12

自
損
行
為

加

害

一
般
負
傷

自
然
災
害

火

災

(令和２年１月～令和２年１２月）

救急隊員の行った応急処置状況

傷 病 程 度 別 搬 送 人 員
(令和２年１月～令和２年１２月）

529 24,629 35,529

止

血

3,827

固

定

心

肺

蘇

生

気

道

確

保

心

電

図

除

細

動

薬

剤

投

与

静

脈

路

確

保

（

輸

液

）

器
具
を
用
い
た

117 32 160

261

99 3,431 1,362

2 9 8

2,658

320 3,658 5,169

4,917

7,253 205 557 246 335

26 15,686 22,785

被

覆

そ

の

他

合

計

6 206

620

112 1,910

71 3,375436

85 2,689

8

36 210100

57 541

292 9731 213

4

30 139

酸

素

吸

入

保

温

1,008 2,456

気

道

確

保

52 20 27

応

急

処

置

対

象

人

員

1,050

33

32

112

28

4,508

548

1,147

8

16 12

254

220 13
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342 1 11 3 38 6 3 262 18

306 1 10 36 3 9 227 20

354 23 1 38 2 5 274 11

551 1 1 43 5 89 2 7 396 7

1,049 2 63 19 2 194 2 6 659 102

1,101 5 75 40 9 189 1 6 613 163

996 3 91 22 6 136 1 10 519 208

903 1 89 14 6 161 1 9 494 128

949 2 1 81 10 5 137 3 11 538 161

816 2 1 73 9 2 115 3 10 516 85

676 1 36 4 103 4 7 488 33

503 2 18 2 71 3 4 371 32

8,546 21 0 3 613 129 30 1,307 31 87 5,357 968

1,295 5 1 89 26 2 194 3 14 799 162

1,194 3 1 91 20 3 156 3 13 740 164

1,277 2 1 83 18 1 199 4 8 813 148

1,258 5 88 26 5 198 2 12 785 137

1,154 4 67 23 4 154 5 8 732 157

1,243 2 107 14 7 195 4 15 759 140

1,125 88 2 8 211 10 17 729 60

8,546 21 0 3 613 129 30 1,307 31 87 5,357 968

(令和２年１月～令和２年１２月）

(令和２年１月～令和２年１２月）

時 間 別 出 動 件 数

　　種 別 合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

そ

の

他 時 間

０  ～  ２

２  ～  ４

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

１２ ～ １４

１４ ～ １６

１６ ～ １８

１８ ～ ２０

４  ～  ６

６  ～  ８

 ８  ～ １０

１０ ～ １２

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

２０ ～ ２２

２２ ～ ２４

合　    計

曜 日 別 出 動 件 数

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

　　種 別 合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

合　    計

木  曜  日

金  曜  日

土  曜  日

日  曜  日

 曜 日

月  曜  日

火  曜  日

水  曜  日
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月　　別

病　院　別

埼 玉 成 恵 会 病 院 88 103 97 81 91 103 114 142 131 129 116 121 1,316

小 川 赤 十 字 病 院 94 80 83 79 89 73 69 115 87 82 82 78 1,011

東 松 山 医 師 会 病 院 51 52 60 53 43 53 69 76 73 60 45 51 686

東 松 山 市 立 市 民 病 院 80 64 66 48 43 48 50 67 40 47 66 53 672

シ ャ ロ ー ム 病 院 31 13 12 11 11 21 17 16 17 15 10 16 190

武 蔵 嵐 山 病 院 20 13 9 8 7 8 9 13 11 15 9 14 136

瀬 川 病 院 7 5 9 2 6 5 8 9 6 6 3 11 77

大 谷 整 形 外 科 病 院 6 5 4 5 5 2 1 6 7 9 3 53

森 田 ク リ ニ ッ ク 2 1 6 1 1 1 1 1 1 15

宏 仁 会 小 川 病 院 1 3 1 2 1 2 2 1 1 14

宏 仁 会 高 坂 醫 院 1 1 4 1 2 9

東 松 山 病 院 2 2 1 2 7

そ の 他 管 内 病 院 4 2 4 1 2 1 3 2 2 5 1 27

小　　　　　計 386 339 349 290 301 319 347 445 376 369 344 348 4,213

埼 玉 医 科 大 学 病 院 59 45 56 41 50 54 60 58 51 50 50 56 630

埼 玉 県 立 循 環 器 ・
呼 吸 器 病 セ ン タ ー

53 44 41 46 43 37 38 47 48 54 31 47 529

埼 玉 医 科 大 学
国 際 医 療 セ ン タ ー

35 25 38 33 35 37 29 31 41 49 52 52 457

行 田 総 合 病 院 38 31 44 23 29 27 36 47 35 29 42 56 437

埼 玉 医 科 大 学
総 合 医 療 セ ン タ ー

30 31 27 29 17 28 29 28 22 25 45 37 348

深 谷 赤 十 字 病 院 14 8 9 8 12 10 15 13 14 22 16 13 154

関 東 脳 神 経 外 科 病 院 5 9 5 6 7 5 6 8 9 7 9 5 81

そ の 他 管 外 病 院 32 34 32 19 23 25 25 51 40 37 43 46 407

小　　　　　計 266 227 252 205 216 223 238 283 260 273 288 312 3,043

合　　　　　計 652 566 601 495 517 542 585 728 636 642 632 660 7,256

合　計4月 5月 7月 8月 9月 10月

管　　　内　　　病　　　院

管　　　外　　　病　　　院

6月

　病　院　別　搬　送　人　員

12月1月 2月 3月

（令和２年１月～令和２年１２月）

11月
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2 7 1 2 8 3 4 8 2 37

1 3 1 1 1 7

1 1 1 3

1 1

4 10 1 1 1 2 9 3 4 8 4 1 48

建
物

以
外

建
物

20 7 22 3 4 48 38 142

20 7 14 3 3 20 5 72

12 3 3 19 5 42

                  

建
物

以
外

建
物

19 2 21

1 1

1 1

11 11

3 3

0

0

2 3 5

0

0

0 0 12 3 0 3 19 0 0 5 42

月別 

 事故種別

４月 ５月

その他の屋内

交    通

急    病

一般負傷

そ の 他

合    計

高 速 道 路

その他の道路屋
　
　
　
　
外

事故種別発生場所別救助人員

外   水   面

出  動  件  数

活  動  件  数

救  助  人　員

内   水   面

住　　　　居

　　　　　事故種別 

 発生場所

屋
内

地　　　下

そ　の　他

合　　　計

道路

水面

山　　　　岳

その他の屋外

７月 ８月 ９月 10月 11月1月 ２月 ３月 合計

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

よ

る

事

故

機

械

等

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

酸

欠

事

故

ガ

ス

及

び

破

裂

事

故

合

計

６月

　　　　　事故種別 

 件　数

関越自動車道救急出動状況 

事故種別出動件数及び救助人員

火
災

火
災

そ

の

他

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

 （令和２年１月～令和２年１２月）

 （令和２年１月～令和２年１２月）

 （令和２年１月～令和２年１２月）

破

裂

事

故

そ

の

他

合

計

よ

る

事

故

機

械

等

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

酸

欠

事

故

ガ

ス

及

び

12月
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救命講習実施状況

普通救命講習Ⅰ

実施会場 講習人員 実施会場 講習人員

1  1月26日(日) 東秩父分署 6 7  2月17日(月) 富貴ゴルフクラブ 19

2  2月 5日(水) 武蔵丘短期大学 22 8  2月18日(火) 吉見浄水場 11

3  2月 8日(土) 下郷集会所 24 9  2月19日(水) マレリ株式会社 18

4  2月 9日(日) 別所公会堂 27 10  10月11日(日) 滑川分署 5

5  2月14日(金) 滑川分署 6 11  11月8日(日) ときがわ分署 12

6  2月16日(日) フレサ吉見 29 12  11月17日(火)
ブリヂストンプラント
エンジニアリング

10

普通救命講習Ⅱ

実施会場 講習人員 実施会場 講習人員

1  2月16日(日) ときがわ分署 5

普通救命講習Ⅲ

実施会場 講習人員 実施会場 講習人員

1  10月18日(日) ときがわ分署 7

2  11月28日(土) 滑川分署 6

上級救命講習

実施会場 講習人員 実施会場 講習人員

1   2月 1日(土) 東松山消防署 9

2  11月29日(日) 滑川分署 16

実施年月日 実施年月日

　合計 実施   2回    25名 （東松山   2回・小川   0回）

令和２年１月～令和２年１２月 

実施年月日 実施年月日

　合計 実施   2回    13名 （東松山   1回・小川   1回）

令和２年１月～令和２年１２月 

実施年月日

実施年月日 実施年月日

　合計 実施   1回    5名 （東松山   0回・小川   1回）

令和２年１月～令和２年１２月 

　合計 実施  12回   189名 （東松山  8回・小川  4回）

令和２年１月～令和２年１２月 

実施年月日
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救命講習実施状況

救命入門コース

実施会場 講習人員 実施会場 講習人員

1  1月10日(金) 王将フードサービス 23 6  1月30日(木) 大岡活動センター 25

2  1月17日(金) 王将フードサービス 20 7  2月4日(火) 都幾川中学校 30

3  1月20日(月) ビッグカメラ東松山センター 18 8  2月16日(日) コスモ東松山管理棟 20

4  1月24日(金) 王将フードサービス 20 9  10月9日(金) 東松山カントリークラブ 10

5  1月27日(月) ビッグカメラ東松山センター 16 10  10月21日(水) 小川高校（定時制） 46

実施会場 講習人員 実施会場 講習人員

1  1月15日(水) パトリア小川 8 8  2月25日(火) 高坂図書館 11

2  1月18日(土) ウェルネス保育園 10 9  2月25日(火) 滑川中学校 102

3  1月26日(日) 田甲文化センター 34 10  10月23日(金) たかさか保育園 17

4  2月12日(水) 家族の家ひまわり嵐山 8 11  10月26日(月) 東松山特別支援学校 12

5  2月18日(火) 滑川中学校 102 12  10月27日(火) 東松山特別支援学校 13

6  2月19日(水) 東松山市民体育館 44 13  11月19日(木) まつやま保育園 25

7  2月20日(木) 松山中学校 156 14  11月26日(木) 福田小学校体育館 15

令和２年１月～令和２年１２月 

実施年月日 実施年月日

　合計 実施  10回   228名 （東松山  8回・小川  2回）

　合計 実施  14回   557名 （東松山  12回・小川  2回）

令和２年１月～令和２年１２月 救命入門コース（45分）

実施年月日 実施年月日
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救命講習実施状況

普 通 救 命 講 習 Ⅰ 実施  　  12回 　  189名

普 通 救 命 講 習 Ⅱ 実施　 　　1回  　   5名

普 通 救 命 講 習 Ⅲ 実施　 　　2回 　　 13名

上 級 救 命 講 習 実施　 　  2回  　  25名

救 命 入 門 コ ー ス 実施　　　10回     228名

救 命 入 門 コ ー ス （ 45 分 ） 実施　　  14回     557名

普 通 救 命 講 習 Ⅰ 実施　 1,169回  21,524名

普 通 救 命 講 習 Ⅱ 実施　　　58回 　　968名

普 通 救 命 講 習 Ⅲ 実施　 　 34回 　  339名

上 級 救 命 講 習 実施　　　94回 　1,366名

救 命 入 門 コ ー ス 実施　　　96回 　2,058名

救 命 入 門 コ ー ス （ 45 分 ） 実施　 　297回   7,268名

※平成 6年 講習開始　普通救命講習Ⅰ　上級救命講習

※平成18年 講習開始　普通救命講習Ⅱ

※平成24年 講習開始　普通救命講習Ⅲ　救命入門コース

※平成28年 講習開始　救命入門コース（45分）

平成6年～令和2年累計

令和2年計

－ 65 －





令和２年度防火ポスター展 
ときがわ町長賞 

通信・気象 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ときがわ町立明覚小学校４年生 尾根田 実咲 さん 

通
信
・
気
象
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1ｃｈ
２ｃｈ
３ｃｈ

１ｃｈ
２ｃｈ 携 　帯
３ｃｈ

所属 番号 所属 番号 所属 番号

1 1 38 1 75 1

2 2 39 101 76 2

3 1 40 102 77 101

4 101 41 1 78 1

  5 101 42 1 79 1

  6 1 43 101 80 101

  7 101 44 1 81 1

  8 102 45 101 82 101

  9 2 46 102 83 1

  10 201 47 1 84 101

  11 202 48 1 85 102

  12 1 49 1 86 1

  13 101 50 101 87 1

  14 102 51 1 88 101

  15 1 52 101 89 1

  16 101 53 102 90 101

  17 102 54 1 91 102

  18 1 55 1 92 1

  19 101 56 101 93 1

  20 102 57 1 94 101

  21 1 58 101 95 1

  22 2 59 102 96 101

  23 101 60 2 97 102

  24 1 61 201 98 1

  25 2 62 202 99 1

  26 101 63 1 100 101

  27 1 64 101 101 2

  28 1 65 102

  29 101 66 1

  30 1 67 101

31 101 68 102

32 1 69 1

33 101 70 101

34 102 71 102

35 1 72 1

36 1 73 2

37 101 74 101

消

防

本

部

堂平局
基地局

東秩父局

5      ｗ

車　 載

可　 搬

移動局

呼　出　名　称

２波半複信方式

ひ  き　し  ょ  う  ぼ  う   　統制波

２６０ＭＨＺ帯

1　  　ｗ

0．5   ｗ

5      ｗ

1      ｗ

消　防　用　無　線　施　設　の　状　況
（令和３年４月１日現在）

基　　地　　局 周　　波　　数 出　　力

 　活動波

 

通 信 方 式

移 動 局 数  　主運用波

呼　出　名　称 呼　出　名　称

 おがわきゅうきゅう

 おがわきざい

101局

移動局

 ひきよぼう  たかさか  おがわしき

 ひきよぼう 高

坂

分

署

 たかさか 小

川

消

防

署

 ひきしえん  たかさか

 まつやましれい

 たかさかれんらく ひきしえん

 たかさかきゅうきゅう

 よしみきゅうきゅう

 おがわしれい

 よしみ

 まつやまはしご

 なめがわれんらく

 ひきしょうぼう            

 たかさかきゅうきゅう

 まつやま

 よしみ

 なめがわ

 まつやま

 おがわきゅうきゅう まつやま

 よしみ  おがわちょうさ

 おがわちょうさ

 まつやま

 らんざん まつやま

 よしみれんらく 嵐

山

分

署

 らんざんれんらく

吉

見

分

署

 らんざん まつやま

 よしみきざい  らんざん

東

松

山

消

防

署

 まつやまきゅうじょ

 よしみきゅうきゅう

 まつやますいそう

 おがわ まつやますいそう

 おがわ

小

川

消

防

署

 まつやましき

 らんざんきゅうきゅう まつやまきゅうじょ

 まつやますいそう

 なめがわきゅうきゅう

 らんざんきゅうきゅう まつやまきゅうじょ

滑

川

分

署

 なめがわ

 ときがわきゅうきゅう

と
き
が
わ
分
署

 ときがわ まつやまはしご

 なめがわ

 ときがわ まつやまはしご

 なめがわきゅうきゅう

 ときがわきゅうきゅう

 ときがわ

 まつやましき  おがわ  ひがしちちぶきゅうきゅう

 まつやましき  おがわきゅうじょ  ひがしちちぶきゅうきゅう

東
秩
父
分
署

 ひがしちちぶ まつやましれい

 おがわ  ひがしちちぶ

 まつやましれい  おがわ

 まつやまきざい  おがわきゅうじょ  まつやまきゅうきゅう

 おがわ  ひがしちちぶれんらく

 まつやまきゅうきゅう  おがわきゅうじょ

 まつやまきゅうきゅう  おがわはしご

 まつやまきた

 まつやまちょうさ

予

備

 まつやまきた  おがわすいそう

 まつやまきたきゅうきゅう

 おがわすいそう

 おがわすいそう

 おがわしれい

 おがわしれい

 まつやまきたれんらく

 まつやまきた松
山
北
分
署

 おがわしき

 おがわしき

 まつやまちょうさ  おがわはしご

 おがわはしご

 ひがしちちぶ

 ときがわれんらく

 まつやまきたきゅうきゅう
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　月別

区分 火

災

救

急

救

助

そ

の

他

固定電話 294 1 150 2 3 9 63 27 14 25

携帯電話 385 3 281 1 4 20 12 7 51 6

ＩＰ電話 317 2 263 6 8 3 18 16 1

固定電話 211 2 133 1 4 6 17 16 21 10 1

携帯電話 374 1 234 2 4 18 27 17 56 15

ＩＰ電話 266 3 216 2 3 26 16

固定電話 250 148 1 4 4 35 28 30

携帯電話 397 3 263 3 2 15 29 3 10 60 9

ＩＰ電話 273 3 215 1 1 4 1 34 14

固定電話 199 115 1 4 4 24 8 43

携帯電話 356 242 3 2 11 19 1 8 58 12

ＩＰ電話 232 202 3 3 11 13

固定電話 183 1 110 4 2 9 1 10 9 37

携帯電話 393 3 259 2 5 15 21 2 74 12

ＩＰ電話 228 193 1 10 5 8 11

固定電話 219 139 1 1 4 34 13 27

携帯電話 323 1 215 1 7 7 23 2 2 1 55 9

ＩＰ電話 239 2 208 3 6 13 7

固定電話 246 152 2 4 2 35 22 29

携帯電話 372 260 2 3 13 17 2 6 62 7

ＩＰ電話 247 197 7 4 2 17 20

固定電話 219 168 3 3 7 3 7 8 20

携帯電話 527 5 358 7 5 19 26 1 3 82 21

ＩＰ電話 293 1 233 1 1 11 2 24 19 1

固定電話 228 1 144 1 1 5 12 3 24 23 14

携帯電話 458 2 306 2 3 17 20 3 7 83 15

ＩＰ電話 299 224 7 5 1 49 13

（令和２年１月～令和２年１２月）

災　害　通　報合

計

通

報

訓

練

そ

の

他

再

転

送

試

 
験

6 月

8 月

9 月

問

い

合

わ

せ

間

違

い

１１９番受信状況

1 月

7 月

3 月

4 月

5 月

い

た

ず

ら

2 月
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　月別

区分 火

災

救

急

救

助

そ

の

他

固定電話 288 180 4 2 6 21 24 39 12

携帯電話 366 255 2 1 12 15 1 12 56 12

ＩＰ電話 279 233 1 3 4 3 25 9 1

固定電話 249 1 145 1 5 5 8 38 23 22 1

携帯電話 416 2 287 3 2 11 24 2 14 58 13

ＩＰ電話 319 1 235 3 1 8 4 1 51 15

固定電話 250 1 168 1 2 4 6 5 22 20 19 2

携帯電話 457 4 301 4 11 21 30 5 2 63 16

ＩＰ電話 277 230 1 3 8 4 21 10

固定電話 2,836 7 1,752 10 18 41 72 120 296 228 288 4

携帯電話 4,824 24 3,261 32 49 179 263 13 17 81 758 147

ＩＰ電話 3,269 12 2,649 7 7 72 48 11 297 163 3

固定電話 236.3 0.6 146.0 0.8 1.5 3.4 6.0 10.0 24.7 19.0 24.0 0.3

携帯電話 402.0 2.0 271.8 2.7 4.1 14.9 21.9 1.1 1.4 6.8 63.2 12.3

ＩＰ電話 272.4 1.0 220.8 0.6 0.6 6.0 4.0 0.0 0.9 24.8 13.6 0.3

（令和２年１月～令和２年１２月）

災　害　通　報合

計

問

い

合

わ

せ

間

違

い

い

た

ず

ら

試

 
験

通

報

訓

練

そ

の

他

再

転

送

１１９番受信状況

合 計

月平均

12 月

10 月

11 月
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火

　
災

救

　
急

救

　
助

そ

の

他

火

　
災

救

　
急

救

　
助

そ

の

他

火

　
災

救

　
急

救

　
助

そ

の

他

火

　
災

救

　
急

救

　
助

そ

の

他

1 月 67 9 9 37 2 2 3 5

2 月 80 1 9 1 3 40 5 6 8 1 4 1 1

3 月 73 3 9 1 6 30 1 13 4 6

4 月 59 1 10 2 1 23 4 4 4 5 2 3

5 月 83 1 15 4 44 6 3 3 1 3 3

6 月 57 6 1 2 31 5 3 4 5

7 月 63 7 5 1 31 6 3 6 4

8 月 105 14 4 58 7 9 7 5 1

9 月 65 1 8 9 2 30 5 2 1 5 1 1

10 月 60 10 4 29 4 4 2 1 4 1 1

11 月 56 1 8 2 22 2 7 5 6 3

12 月 81 8 4 1 36 4 13 3 1 7 4

合 計 849 8 113 3 54 5 411 51 69 0 50 0 3 1 59 6 16

　　　　　　　　　　

警 察 専 用 線 駆 け 付 け 自 己 覚 知

　　　　受信別状況(１１９番通報を除く）　　　
（令和２年１月～令和２年１２月）

　　区分

月別

合

　
　
　
計

一 般 加 入

　　　NET１１９緊急通報システム受信状況　　　　

　※令和２年１０月１日より運用開始

（令和２年１０月～令和２年１２月）

火

災

救

急

救

助

そ

の

他

16 16

5 5

6 6

27 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0 0

12 月

合 計

災　害　通　報合

計

問

い

合

わ

せ

区分

10 月

 
月別

通

報

訓

練

試

 
験

間

違

い

い

た

ず

ら

11 月

そ

の

他

転

送
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　　 （令和２年１月～令和２年１２月）

 月別

区分 火

災

救

急

救

助

そ

の

他

0

1 1

0

0

0

3 1 2

0

0

3 3

0

0

0

7 1 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 月別

区分 火

災

救

急

救

助

そ

の

他

54 7 5 39 3

28 12 3 7 6

53 7 3 37 6

13 4 2 3 4

21 8 5 7 1

17 6 1 6 4

31 11 1 3 12 4

28 8 9 4 2 5

27 11 2 7 2 5

27 9 1 3 4 2 8

41 14 1 11 15

28 11 4 5 3 5

368 0 108 1 0 1 41 0 142 9 66 0

１ ０ 月

１ １ 月

１ ２ 月

試

 
験

通

報

訓

練

そ

の

他

い

た

ず

ら

５ 月

６ 月

７ 月

（令和２年１月～令和２年１２月）

８ 月

９ 月

９ 月

１ ０ 月

１ １ 月

１ ２ 月

合 計

１ 月

３ 月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

災　害　通　報合

計

問

い

合

わ

せ

間

違

い

管

 
外

間

違

い

い

た

ず

ら

試

 
験

通

報

訓

練

そ

の

他

再

転

送

災　害　通　報 問

い

合

わ

せ

滑 川 町

嵐 山 町

小 川 町

469

45

51

管内市町村別シルバー登録者数   

１ 月

２ 月

　        　関越自動車道専用受信状況　　　　　　

シルバー専用受信状況（緊急通報システム）

889

20

吉 見 町

137

114

合

計

再

転

送

合 計

53

と き が わ 町

東 秩 父 村

東 松 山 市

（令和３年４月１日現在）

合 計

２ 月

３ 月

４ 月
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　　種別
強

風

暴

風

乾

燥
雷

濃

霧
霜

着

雪

風

雪

低

温

 月別

注

意

報

警

報

注

意

報

注

意

報

警

報

注

意

報

警

報

注

意

報

注

意

報

注

意

報

注

意

報

警

報

注

意

報

注

意

報

注

意

報

1 月 5 1 1 3 4 1 1 1 17

2 月 4 3 2 9

3 月 6 3 2 5 8 1 1 26

4 月 5 4 2 3 1 8 3 15 41

5 月 2 1 9 13 25

6 月 1 4 2 2 13 9 31

7 月 5 14 7 26

8 月 3 1 11 2 17

9 月 1 3 2 8 14

10 月 1 1 1 3 6

11 月 3 3 1 7

12 月 1 2 2 5

合 計 29 0 18 18 2 9 1 68 51 23 2 1 2 0 0 224

気象の注意報・警報の受理状況

合

　
　
　
 
　
計

洪

水

大

雪

※東松山市に発令された注意報及び警報を記載しました。

大

雨

（令和２年１月～令和２年１２月）
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令和２年度防火ポスター展 
東 秩 父 村 長 賞 

消 防 団 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東秩父村立槻川小学校４年生 神田 結星 さん 

消

防

団





比企広域市町村圏組合消防団の沿革 

 

平成４年 

    ４月 １日  東松山・小川両消防組合が統合し、比企広域市町村圏組合消防団として（定 

員、東松山消防団９３名、滑川消防団４１名、嵐山消防団９３名、小川消防団 

１２７名、都幾川消防団１３５名、玉川消防団７０名、吉見消防団８５名、東 

秩父消防団１２１名、計７６５名）設置した。 

〃    東松山消防団長に山岸喜男氏が就任する。 

〃    滑川消防団長に石川地彦氏が就任する。 

〃    嵐山消防団長に栗原昌次氏が就任する。 

〃    小川消防団長に野沢恒雄氏が就任する。 

〃    都幾川消防団長に山崎茂氏が就任する。 

〃    玉川消防団長に関口定男氏が就任する。 

〃    吉見消防団長に神田新一郎氏が就任する。 

〃    東秩父消防団長に旭淑男氏が就任する。 

    ９月１９日  小川消防団（第１分団第２部）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型）

を更新配備した。 

   １０月 １日  滑川消防団長に鈴木理之氏が就任する。 

             

平成５年 

  １月３１日  吉見消防団（第１分団第２部）機械器具置場を改築する。 

    ４月 １日  玉川消防団長に前田進一氏が就任する。 

 １０月１２日  嵐山消防団（第１分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新 

配備した。 

〃    小川消防団（第２分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新 

配備した。 

 

平成６年 

    ３月３１日  吉見消防団（第１分団第３部）機械器具置場を改築する。 

    ４月 １日  東松山消防団長に加藤敏夫氏が就任する。 

〃    小川消防団長に森昭幸氏が就任する。 

〃    東秩父消防団長に山崎良雄氏が就任する。 

１１月１６日  吉見消防団（第１分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新 

配備した。 

〃    滑川消防団（第２分団）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新配備し

た。 

１１月２５日  嵐山消防団（第１分団第２部）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型）

を更新配備した。 

１１月３０日  嵐山消防団（第１分団第２部）機械器具置場を移転新築する。 

１２月 ９日  都幾川消防団（第２分団第４部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を 

更新配備した。 

 

平成７年 

 ３月３１日  吉見消防団（第２分団第２部）機械器具置場を移転新築する。 
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平成７年 

 ４月 １日  東松山消防団長に中島俊夫氏が就任する。 

〃    嵐山消防団長に横瀬秀男氏が就任する。 

〃    比企広域市町村圏組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例 

          の一部を改正する。消防団員の定数７６５名を７４５名に改めた。 

           （都幾川消防団員定数１３５名を１１５名に改めた。） 

    ７月２１日  東松山消防団（本部）に、指揮車（日産 バネットバン）を更新配備した。 

１０月１６日  小川消防団（第１分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

〃    吉見消防団（第２分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

   １１月 ４日  都幾川消防団（第１分団第１部）機械器具置場を木造２階建てに改築する。 

１１月 ７日  都幾川消防団（第１分団第１部）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型） 

を更新配備した。 

１１月 ９日  玉川消防団（第３分団）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新配備 

した。 

 

平成８年 

 ３月 ６日  吉見消防団、消防庁長官表彰竿頭綬を受章する。 

 ３月３１日  吉見消防団（第１分団第１部）機械器具置場を移転新築する。 

    ４月 １日  東秩父消防団長に田中秀雄氏が就任する。 

〃    比企広域市町村圏組合消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則の 

一部を改正する。 

           （東松山消防団本部長の階級を分団長に改めた。） 

１０月１８日  東秩父消防団（第１分団第３部）に、水槽車(３ｔ)小型動力ポンプ付を更 

新配備した。 

１０月２９日  都幾川消防団（第２分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を 

       更新配備した。 

〃    吉見消防団（第１分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

    新配備した。 

１１月 １日  東松山消防団（第４分団、第５分団）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 

を更新配備した。 

 

平成９年 

    ４月 １日  玉川消防団長に山口文明氏が就任する。 

    ５月 ２日  嵐山消防団（第２分団第２部）機械器具置場を移転新築する。 

１０月 ７日  東松山消防団（第３分団、第６分団）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 

を更新配備した。 

１０月２２日  都幾川消防団（第１分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を 

       更新配備した。 

〃    吉見消防団（第２分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

    新配備した。 

１０月２８日  玉川消防団（第２分団）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新配備 

した。 
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平成１０年 

  ３月 ７日  東秩父消防団、消防庁長官表彰竿頭綬を受章する。 

  ３月３１日  都幾川消防団（第１分団第２部）機械器具置場を移転新築する。 

  ４月 １日  東松山消防団長に嶋野憲治氏が就任する。 

〃    都幾川消防団長に渡辺一美氏が就任する。 

 ９月１９日  東秩父消防団（第２分団第２部）に、消防ポンプ自動車（小型動力ポンプ 

積載）を（財）日本消防協会より寄贈され配備した。 

１０月２５日  東松山消防団（第１分団、第２分団）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ 

－Ａ型）を更新配備した。 

１１月 １日  玉川消防団（第１分団）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型・高圧 

       ポンプ付）を更新配備した。 

１１月１４日  東松山消防団（第２分団）機械器具置場を改築する。 

１１月１９日  東秩父消防団（第２分団第３部）に、水槽車（小型動力ポンプ積載）を更 

新配備した。 

１２月２５日  玉川消防団（第１分団）機械器具置場を移転新築する。 

 

平成１１年 

 ３月 ５日  滑川消防団、嵐山消防団、消防庁長官表彰竿頭綬を受章する。  

４月 １日  嵐山消防団長に吉場道雄氏が就任する。 

１０月１３日  吉見消防団（第１分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

       新配備した。 

１０月２７日  小川消防団（第２分団第４部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

 

平成１２年 

２月 ９日  東松山消防団、日本消防協会表彰竿頭綬を受章する。 

４月 １日  小川消防団長に福島貞夫氏が就任する。 

〃    吉見消防団長に秋庭雅之氏が就任する。 

〃    東秩父消防団長に市田勝氏が就任する。 

 

７月３１日  嵐山消防団（第２分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

       新配備した。 

〃    都幾川消防団（第１分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を 

    更新配備した。 

１０月２４日  小川消防団（第１分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

       新配備した。 

 

平成１３年 

１０月１９日  吉見消防団（第２分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

       新配備した。 

１０月３１日  滑川消防団（第１分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

       新配備した。 
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平成１４年    

    ３月１７日  滑川消防団（第１分団第１部）機械器具置場を移転新築する。 

    ４月 １日  比企広域市町村圏組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例 

          の一部を改正する。消防団員の定数７４５名を７３５名に改めた。 

           （都幾川消防団員定数１１５名を１０５名に改めた。） 

〃    東松山消防団長に福田秀一氏が就任する。 

 〃    滑川消防団長に小高俊男氏が就任する。 

      〃    都幾川消防団長に小室敏夫氏が就任する。 

      〃    東秩父消防団長に渡辺均氏が就任する。 

８月２１日  東松山消防団第２２回埼玉県操法大会に出場し３位入賞する。 

１０月２１日  東松山消防団（第３分団）機械器具置場を新築移転する。 

１１月 ８日  小川消防団（第１分団第４部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

 

平成１５年 

  ２月２７日  玉川消防団（第２分団）機械器具置場を木造２階建てに改築する。 

 ３月  ６日   滑川消防団（第１分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

４月 １日  比企広域市町村圏組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例 

          の一部を改正する。消防団員の定数７３５名を７４３名に改めた。 

         （東松山消防団員定数９３名を１０１名に改めた。） 

            〃    嵐山消防団長に吉野一男氏が就任する。 

〃    玉川消防団長に堀口一敏氏が就任する。 

〃    東松山消防団に女性消防団員１０名を採用する。 

            〃    都幾川消防団に女性消防団員２名を採用する。      

    １０月２４日 東秩父消防団（第２分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を 

更新配備した。 

 

平成１６年 

４月 １日   比企広域市町村圏組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例 

 の一部を改正する。消防団員の定数７４３名を７３１名に改めた。 

  （東秩父消防団員定数を１２１名から１０９名に改めた。） 

〃    埼玉県消防協会松山支部長に東松山消防団長福田秀一氏が就任する。 

〃    埼玉県消防協会小川支部長に都幾川消防団長小室敏夫氏が就任する。 

〃    吉見消防団長に長澤祥一氏が就任する。 

      〃    小川消防団長に金子敏氏が就任する。 

〃    東秩父消防団長に福島重次氏が就任する。 

〃    東秩父消防団に女性消防団員３名を採用する。 

１２月２４日    東秩父消防団（第２分団第４部）に、水槽車（小型動力ポンプ積載）を更 

                  新配備した。 

 

平成１７年 

     ４月 １日  埼玉県消防協会松山支部と埼玉県消防協会小川支部が合併し埼玉県消防協 

会比企支部が発足する。支部長に都幾川消防団長の小室敏夫氏が就任する。 

－ 82 －



平成１７年 

    ４月 １日  小川消防団長に高倉俊明氏が就任する。 

      〃    玉川消防団長に小島浩氏が就任する。 

    ９月２２日  東秩父消防団（第１分団第１部、第１分団第２部）に、消防ポンプ自動車 

        （小型動力ポンプ積載）を更新配備した。 

平成１８年    

４月 １日  都幾川消防団と玉川消防団が統合し、ときがわ消防団が発足する。 

  〃    ときがわ消防団長に小室敏夫氏が就任する。 

  〃    東秩父消防団長に奈良慎一郎氏が就任する。 

  〃    比企広域市町村圏組合消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例 

      の一部を改正する。消防団員の定数７３１名を７４４名に改めた。 

       （滑川消防団員定数を４１名から５４名に改めた。） 

    ７月１９日  東松山消防団（団本部）に、広報車（トヨタ ライトエース）を更新配備した。 

   

平成１９年 

    ４月 １日  ときがわ消防団長に小島浩氏が就任する。 

      〃    埼玉県消防協会比企支部長に東松山消防団長福田秀一氏が就任する。 

      １０月１８日  嵐山消防団（第１分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新

配備した。 

〃    小川消防団（第２分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新

配備した。 

〃    ときがわ消防団（第３分団第３部）に、消防ポンプ自動車（小型動力ポンプ

積載）を更新配備した。 

 

平成２０年 

    ４月 １日  吉見消防団長に福田豊氏が就任する。 

〃    ときがわ消防団長に岡野友幸氏が就任する。 

      〃    東秩父消防団長に富田兼司氏が就任する。 

    ８月 １日  比企広域市町村圏組合消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則の 

          一部を改正する。滑川消防団副団長１名を２名に改め、第２分団に１部を増 

部し、第２分団第１部及び第２分団第２部を配置する。 

１０月 １日  滑川消防団第２分団第２部、滑川町大字月輪地内に機械器具置場を新築する。 

      〃    滑川消防団（第２分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

          新配備した。 

   〃    ときがわ消防団（第３分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 

を更新配備した。 

   〃    東秩父消防団（第１分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を 

       更新配備した。 

      １１月 １日  東松山消防団長に松本洋一氏が就任する。 

      〃    埼玉県消防協会比企支部長に滑川消防団長小高俊男氏が就任する。 

   

平成２１年 

１月２３日  東秩父消防団（第１分団第１部）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ 

型）を更新配備した。 
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平成２１年 

    ８月１１日  ときがわ消防団（団本部）に、広報車（トヨタ ノア）を配備した。 

 １０月 ８日  吉見消防団（第１分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

   １０月２０日  嵐山消防団（第２分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新

配備した。 

   １１月 ７日  東松山消防団第６分団、東松山市大字下野本地内に機械器具置場を新築する。 

 

１１月３０日  小川消防団（第２分団第２部）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型） 

を更新配備した。 

 

 平成２２年 

３月１７日  東秩父消防団（第２分団第２部）に、消防庁無償貸付車両（小型動力ポンプ

積載車救助資機材搭載）を更新配備した。 

３月２３日  小川消防団（第１分団第２部）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型）

を更新配備した。 

    ３月２５日  小川消防団第２分団第３部、小川町大字青山地内に機械器具置場を新築移転 

          する。 

    ４月 １日  嵐山消防団長に長島登氏が就任する。 

〃    小川消防団長に石川雅昭氏が就任する。       

〃      比企広域市町村圏組合消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則の 

一部を改正する。 

（ときがわ消防団第３分団を４部体制から２部体制に改めた。） 

   １０月１２日  吉見消防団（第２分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

          新配備した。 

 

平成２３年 

３月 ３日  小川消防団、消防庁長官表彰竿頭綬を受章する。 

    ３月２６日  東松山消防団第１分団、東松山市大字松山地内に機械器具置場を新築移転 

する。 

 

平成２４年 

   １月２７日  嵐山消防団第１分団第１部、嵐山町大字菅谷地内に機械器具置場を新築移転

する。 

   １月２９日  東松山消防団第５分団、東松山市大字高坂地内に機械器具置場を新築移転す

る。 

   ３月 ５日  東松山消防団（第４分団、第５分団）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 

         を更新配備した。 

    ３月 ８日  吉見消防団（第１分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

          新配備した。 

４月 １日  吉見消防団長に蓮見弘氏が就任する。 

      〃    滑川消防団長に井上章氏が就任する。 

      〃    ときがわ消防団長に杉田健司氏が就任する。 

      〃    東秩父消防団長に関根正明氏が就任する。 
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平成２４年 

４月 １日  比企広域市町村圏組合消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例 

          の一部を改正する。消防団員の定数７４４名を７４５名に改めた。 

          （滑川消防団員定数を５４名から５５名に改めた。）  

〃    小川消防団に女性消防団員８名を採用する。 

〃    埼玉県消防協会比企支部長に小川消防団長石川雅昭氏が就任する。 

１０月 ９日  滑川消防団（第２分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

       新配備した。 

    

平成２５年 

    ３月 ４日  ときがわ消防団（第１分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 

          を更新配備した。 

    ３月 ６日  ときがわ消防団、消防庁長官表彰旗を受章する。       

３月１２日  吉見消防団（第２分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

３月１５日  小川消防団（第２分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

      新配備した。     

３月２１日  東松山消防団（第３分団、第６分団）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 

を更新配備した。 

    ３月２７日  嵐山消防団（第１分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

          新配備した。 

    ４月 １日  比企広域市町村圏組合消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例 

の一部を改正する。消防団員の定数７４５名を７５５名に改めた。 

          （吉見消防団員定数を８５名から９５名に改めた。） 

      〃    吉見消防団に女性消防団員３名を採用する。 

１０月３１日  ときがわ消防団（第２分団第１部）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－ 

Ａ型）を更新配備した。 

１２月１３日  東秩父消防団に、消防団旗を更新した。 

 

平成２６年 

       ３月１４日  嵐山消防団（第１分団第２部）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型） 

を更新配備した。 

３月１８日  東松山消防団（第１分団）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型）を 

更新配備した。 

４月 １日  東松山消防団長に新井芳信氏が就任する。 

  〃    嵐山消防団長に田嶋健司氏が就任する。 

〃    比企広域市町村圏組合消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例 

の一部を改正する。消防団員の定数７５５名を７２５名に改めた。  

（ときがわ消防団員定数を１７５名から１４５名に改めた。）         

〃    比企広域市町村圏組合消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則の 

一部を改正する。 

  （小川消防団本部に団員８名を置き、分団各部の団員を１１名に改め、東秩 

  父消防団第２分団を４部体制から３部体制に改めた。） 

１２月１１日    小川消防団（団本部）に、広報車（ホンダ ステップワゴン）を更新配備した。 
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 平成２７年 

    １月２６日  東松山消防団（第２分団）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型）を 

更新配備した。 

２月２１日  小川消防団第２分団第４部、小川町大字木部地内に機械器具置場を新築移 

転する。     

２月２３日  吉見消防団、消防庁消防団等地域活動表彰を受章する。 

３月１０日  ときがわ消防団（第１分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 

を更新配備した。 

    ３月１３日  吉見消防団（第１分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

３月１９日  東秩父消防団（第１分団第３部）に、水槽車（小型動力ポンプ積載）を更 

      新配備した。 

 ７月 １日  滑川消防団第２分団第１部、滑川町大字羽尾地内（旧滑川分署）に機械器具

置場を移転する。 

 ９月３０日  小川消防団（第１分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

１０月１３日  ときがわ消防団（第２分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 

を更新配備した。 

 

平成２８年 

 １月２１日  東松山消防団第４分団、東松山市大字下唐子地内に機械器具置場を新築移転

する。 

３月 ９日  吉見消防団、消防庁長官表彰旗を受章する。 

      〃    東松山消防団、消防庁長官表彰竿頭綬を受章する。 

４月 １日  小川消防団長に島野雄二氏が就任する。 

〃    東秩父消防団長に髙田吉広氏が就任する。 

〃    比企広域市町村圏組合消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例 

の一部を改正する。消防団員の定数７２５名を７４０名に改めた。 

  （滑川消防団員定数を５５名から６０名、嵐山消防団定数を９３名から１０ 

０名、小川消防団定数を１２７名から１３０名に改めた。） 

〃      滑川消防団に女性消防団員５名を採用する。 

〃    嵐山消防団に女性消防団員６名を採用する。 

〃        埼玉県消防協会比企支部長に吉見消防団長蓮見弘氏が就任する。 

１２月１３日  東秩父消防団（第２分団第３部）に、水槽車（小型動力ポンプ積載）を更 

新配備した。 

 

平成２９年 

    ３月１３日  吉見消防団（第２分団第３部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更 

新配備した。 

３月２２日  ときがわ消防団（第１分団第１部）に、水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－ 

Ａ型）を更新配備した。 

   ４月 １日  小川消防団に女性消防団員１名を採用する。 

     〃    ときがわ消防団に女性消防団員２名を採用する。 

     〃    吉見消防団に女性消防団員３名を採用する。 
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平成２９年 

４月 １日  東秩父消防団に女性消防団員２名を採用する。 

 平成３０年 

    ２月 １日  ときがわ消防団長に小澤伸吉氏が就任する。 

平成３０年 

    ３月 ７日  東秩父消防団、消防庁長官表彰旗を受章する。 

    ４月 １日  嵐山消防団長に千野晃男氏が就任する。    

〃    比企広域市町村圏組合消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例 

の一部を改正する。消防団員の定数７４０名を７２５名に改めた。 

（ときがわ消防団員定数を１４５名から１３０名に改めた。） 

〃    ときがわ消防団第３分団第１部と第３分団第２部を統合し第３分団とする。 

     〃    滑川消防団に女性消防団員３名を採用する。 

〃    嵐山消防団に女性消防団員１名を採用する。 

     〃    東秩父消防団に女性消防団員１名を採用する。 

〃    埼玉県消防協会比企支部長に東松山消防団長新井芳信氏が就任する。 

    ６月 １日  小川消防団に女性消防団員１名を採用する。 

平成３１年 

   ３月 ２日  小川消防団（第２分団第４部）に、消防庁無償貸付車両（救助資機材搭載型 

消防ポンプ自動車 ＣＤ－Ⅰ型）を更新配備した。      

    ３月 ６日  滑川消防団、消防庁長官表彰旗を受章する。 

    ３月２４日  ときがわ消防団（第２分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を

更新配備した。 

   ４月 １日  吉見消防団長に𦚰谷仁志氏が就任する。 

      〃    嵐山消防団に女性消防団員１名を採用する。 

      〃    ときがわ消防団に女性消防団員１名を採用する。 

      〃    東秩父消防団に女性消防団員１名を採用する。 

令和元年 

１０月１０日  嵐山消防団（第２分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新   

配備した。 

１０月２１日  滑川消防団（第１分団第２部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新

配備した。 

令和２年 

   ２月１０日  東松山消防団、国土交通大臣水防功労章を受章する。 

２月２９日  東秩父消防団（第２分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更

新配備した。 

      ３月 ４日  嵐山消防団、消防庁長官表彰旗を受章する。 

   ３月 ９日  東松山消防団、防災功労者消防庁長官表彰を受章する。 

     〃    ときがわ消防団、防災功労者消防庁長官表彰を受章する。 

４月 １日  小川消防団長に小山立司氏が就任する。 

      〃    東秩父消防団長に馬場一裕氏が就任する。 

      〃    嵐山消防団に女性消防団員２名を採用する。 

      〃    小川消防団に女性消防団員３名を採用する。 

      〃    ときがわ消防団に女性消防団員１名を採用する。 

      〃    埼玉県消防協会比企支部長に滑川消防団長井上章氏が就任する。 
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    ９月 １日  東松山消防団、防災功労者内閣総理大臣表彰を受章する。 

      〃    ときがわ消防団、防災功労者内閣総理大臣表彰を受章する。 

１０月１４日  小川消防団（第１分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新   

配備した。 

１２月 ６日  小川消防団第１分団第４部、小川町大字上横田地内に機械器具置場を新築移

転する。 

令和３年      

１月２８日  滑川消防団（第１分団第１部）に、消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新 

          配備した。 

４月 １日  比企広域市町村圏組合消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例 

の一部を改正する。消防団員の定数７２５名を７７０名に改めた。 

（嵐山消防団員定数を１００名から１１０名に改めた。） 

（吉見消防団員定数を９５名から１１５名に改めた。） 

（ときがわ消防団員定数を１３０名から１４５名に改めた。） 

〃    嵐山消防団に女性消防団員１名を採用する。 

      〃    吉見消防団に女性消防団員３名を採用する。 

      〃    ときがわ消防団に女性消防団員２名を採用する。 

      〃    東秩父消防団に女性消防団員３名を採用する。 

      〃    嵐山消防団、吉見消防団及びときがわ消防団は機能別消防団員制度を導入す

る。 
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1 1 1 6

1 1 2 8

1 1 2 7

1 1 2 5

1 1 2 4

1 1 2 9

1 1 2 9

1 2 7 0 7 13 48 78

5

第１分団第１部 1 1 10

第１分団第２部 1 1 10

第２分団第１部 1 1 10

第２分団第２部 1 1 10

1 2 2 2 4 4 45 60

10 7

第１分団第１部 1 2 11

第１分団第２部 1 2 12

第１分団第３部 1 2 11

第２分団第１部 1 2 11

第２分団第２部 1 2 12

1 2 2 3 15 10 64 97

1 9

第１分団第１部 1 2 10

第１分団第２部 1 2 9

第１分団第３部 1 2 11

第１分団第４部 1 2 11

第２分団第１部 1 2 10

第２分団第２部 1 2 11

第２分団第３部 1 2 9

第２分団第４部 1 2 10

1 2 2 2 9 16 90 122

合
　
　
計

1

嵐

山

消

防

団

団   本   部

1

滑
 

川
 

消
 

防
 

団

1

1 1

1

合
　
計

[ １０１ ]　計

 団別

東

松

山

消

防

団

班 長 団 員

2

階級別 

1

合
 
 
 
 
 
 
計

団 長 副団長 分団長 部 長副分団長

消　防　団　員　配　置　状　況
（令和３年４月１日現在）

[ ]内は、条例定員数、( )内の人員は、再掲人員を示す。

1 2

1

2

1 1

団   本   部

1

[ ６０ ]　計

[１３０]　計

団   本   部

[１１０]　計

2

小

川

消

防

団

1

1

2

合
　
　
　
　
計

1

団   本   部

機能別消防団員

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

第 ５ 分 団

第 ６ 分 団
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(2) (2) 1 7

17

第１分団第１部 1 2 8

第１分団第２部 1 2 10

第１分団第３部 1 2 10

第２分団第１部 1 2 9

第２分団第２部 1 2 10

第２分団第３部 1 2 10

1 2 2 2 7 12 81 107

1 2 5 1 8

8

第１分団第１部 1 2 10

第１分団第２部 1 2 10

第１分団第３部 1 2 10

第２分団第１部 1 2 10

第２分団第２部 1 2 10

第２分団第３部 1 2 10

1 2 1 2 10

1 2 4 8 12 15 86 128

1 5 6

第１分団第１部 1 2 15

第１分団第２部 1 2 14

第１分団第３部 1 1 9

第２分団第１部 1 2 12

第２分団第２部 1 1 9

第２分団第３部 1 2 12

1 2 3 4 11 10 77 108

7 14 22 21 65 80 491 700

2

消　防　団　員　配　置　状　況
（令和３年４月１日現在）

副分団長

1

団 長 分団長
 団別

[ １１５ ]　計

1

1

21

1

1 2

2

[ １４５ ]　計

1

1

[ ]内は、条例定員数、( )内の人員は、再掲人員を示す。

団   本   部

[ １０９ ]　計

[ ７７０ ]　合　　計

2

1 2

合
　
　
　
計

東

秩

父

消

防

団

1

副団長
階級別 

1

機能別消防団員

合
　
　
　
　
計

合
　
　
　
　
計

班 長

2

部 長 団 員

吉

見

消

防

団

と

き

が

わ

消

防

団

団   本   部

機能別消防団員

団   本   部

第 ３ 分 団

(2) (2)
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1 2 7 7 13 48 78

10 10

5 年 以上 10 年 未満 1 1 1 23 26

10 年 以上 15 年 未満 1 2 5 8

15 年 以上 20 年 未満 1 6 9 16

20 年 以上 25 年 未満 1 2 3 1 7

25 年 以上 30 年 未満 1 2 1 4

1 2 3 1 7

44.0 40.0 24.4 0.0 21.6 18.5 8.8 14.2

1 2 2 2 4 4 45 60

16 16

5 年 以上 10 年 未満 13 13

10 年 以上 15 年 未満 1 1 14 16

15 年 以上 20 年 未満 3 3 2 8

20 年 以上 25 年 未満 2 2

25 年 以上 30 年 未満 2 2

1 2 3

38.0 32.0 26.0 22.0 17.5 16.0 7.2 11.0

1 2 2 3 15 10 64 97

25 25

5 年 以上 10 年 未満 5 16 21

10 年 以上 15 年 未満 7 5 10 22

15 年 以上 20 年 未満 1 2 7 8 18

20 年 以上 25 年 未満 1 2 1 1 5 10

25 年 以上 30 年 未満 1 1

0

25.0 21.0 18.5 18.3 13.9 8.9 7.3 9.5

1 2 2 2 9 16 90 122

38 38

5 年 以上 10 年 未満 1 4 29 34

10 年 以上 15 年 未満 2 6 19 27

15 年 以上 20 年 未満 1 1 4 3 3 12

20 年 以上 25 年 未満 2 3 1 6

25 年 以上 30 年 未満 1 1 1 3

1 1 2

36.0 31.5 21.0 20.5 15.8 13.4 6.2 9.0

30   年   以   上

部 長

団     員     数

 5   年   未   満

30   年   以   上

30   年   以   上

 5   年   未   満

平   均   勤   続

団     員     数

団     員     数

 5   年   未   満

平   均   勤   続

副分団長団 長
 団別

階級別 

団     員     数

平   均   勤   続

30   年   以   上

副団長

嵐

山

消

防

団

東

松

山

消

防

団

滑

川

消

防

団

 5   年   未   満

平   均   勤   続

小

川

消

防

団

消　防　団　員　勤　続　年　数
（令和３年４月１日現在）

合 計団 員班 長分団長
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1 2 2 2 7 12 64 90

28 28

5 年 以上 10 年 未満 1 1 18 20

10 年 以上 15 年 未満 4 16 20

15 年 以上 20 年 未満 1 3 6 2 12

20 年 以上 25 年 未満 1 3 1 5

25 年 以上 30 年 未満 1 1 2

1 1 1 3

32.0 27.0 27.5 23.5 17.0 15.1 6.3 9.9

1 2 4 8 12 15 78 120

41 41

5 年 以上 10 年 未満 1 26 27

10 年 以上 15 年 未満 1 6 11 18

15 年 以上 20 年 未満 3 9 8 20

20 年 以上 25 年 未満 1 4 5 2 12

25 年 以上 30 年 未満 1 1 2

0

26.0 24.5 23.0 20.3 17.4 13.6 5.1 9.5

1 2 3 4 11 10 77 108

32 32

5 年 以上 10 年 未満 3 31 34

10 年 以上 15 年 未満 2 2 8 12

15 年 以上 20 年 未満 1 4 5 5 5 20

20 年 以上 25 年 未満 1 2 2 4 1 10

25 年 以上 30 年 未満 0

0

23.0 23.5 21.0 18.0 17.4 13.2 5.7 8.9

7 14 22 21 65 80 466 675

32.0 28.5 23.3 20.0 16.8 14.1 6.5 10.1

団     員     数

 5   年   未   満

階級別 

 団別

と

き

が

わ

消

防

団

平   均   勤   続

吉

見

消

防

団 30   年   以   上

分団長 副分団長 部 長団 長 団 員

 5   年   未   満

班 長

合
計

団     員     数

平   均   勤   続

団     員     数

 5   年   未   満

30   年   以   上

東

秩

父

消

防

団

平   均   勤   続

団     員     数

消　防　団　員　勤　続　年　数
（令和３年４月１日現在）

合 計

平   均   勤   続

副団長

30   年   以   上
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18 歳

19 歳 3 3

20 歳 1 1

21 歳 5 5

22 歳 9 9

23 歳 15 15

24 歳 12 12

25 歳 20 20

26 歳 24 24

27 歳 21 21

28 歳 23 23

29 歳 1 18 19

30 歳 16 16

31 歳 22 22

32 歳 4 39 43

33 歳 1 3 20 24

34 歳 1 3 18 22

35 歳 3 3 26 32

36 歳 2 4 23 29

37 歳 3 1 15 19

38 歳 4 22 26

39 歳 5 7 17 29

40 歳 2 2 2 13 19

41 歳 1 4 5 13 23

42 歳 2 9 7 6 24

43 歳 1 1 6 6 15 29

44 歳 1 2 5 11 10 29

45 歳 1 4 6 2 7 20

46 歳 2 1 3 5 2 8 21

47 歳 3 3 3 2 2 4 17

48 歳 2 1 2 2 4 3 5 19

49 歳 2 1 3 6

50 歳 1 2 1 2 2 8

51 歳 2 2 1 1 6

52 歳 1 1 2 2 6

53 歳 1 2 1 1 1 6

54 歳 1 1 2 4

55 歳 1 4 5

56 歳 1 1 2 1 5

57 歳 1 1

58 歳

59 歳 2 2

60 歳以上 2 3 3 1 1 1 11

7 14 22 21 65 80 466 675

55.1 53.4 51.3 45.0 41.8 40.7 34.7 37.5

小計
年齢

合    計

平均年齢

消　防　団　員　の　年　齢
（令和３年４月１日現在）

階級別
団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員
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1 1

1 1

4 4

3 3

1 13 14

2 3 11 16

1 2 10 13

2 3 4 3 12

2 2 2 6

1 2 3 1 1 8

1 2 7 7 13 48 78

68.0 69.5 59.1 0.0 50.6 50.0 40.3 45.6

0

3 3

12 12

15 15

2 12 14

1 4 2 2 9

1 1 1 3

2 1 3

0

1 1

1 2 2 2 4 4 45 60

61.0 52.5 48.5 43.5 43.5 39.3 31.8 35.2

2 2

7 7

1 5 6

1 3 12 16

5 3 15 23

1 4 2 12 19

2 2 2 5 1 10 22

1 1 2

0

0

1 2 2 3 15 10 64 97

52.0 46.5 48.5 45.0 40.9 37.7 35.0 37.2

0

8 8

20 20

3 31 34

3 3 13 19

1 5 8 14

1 2 3 5 4 15

1 1 1 2 5

1 1 1 3 6

1 1

1 2 2 2 9 16 90 122

56.0 54.0 49.0 47.0 44.0 41.1 33.8 36.5

計

平 均 年 齢

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上60歳未満

60 歳 以 上

20 歳 未 満

20歳以上25歳未満

25歳以上30歳未満

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上60歳未満

60 歳 以 上

計

平 均 年 齢

20歳以上25歳未満

25歳以上30歳未満

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

55歳以上60歳未満

60 歳 以 上

計

平 均 年 齢

20 歳 未 満

25歳以上30歳未満

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

60 歳 以 上

計

平 均 年 齢

20 歳 未 満

20歳以上25歳未満

合 計
 団別

20 歳 未 満

20歳以上25歳未満

25歳以上30歳未満

30歳以上35歳未満

消　防　団　員　年　齢　構　成
（令和３年４月１日現在）

階級別
団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員

東

松

山

消

防

団

滑

川

消

防

団

嵐

山

消

防

団

小

川

消

防

団

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上60歳未満
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0

7 7

18 18

1 12 13

1 3 12 16

1 3 8 13 25

1 1 2 1 5

1 1 1 1 1 5

0 0

1 1

1 2 2 2 7 12 64 90
53.0 55.5 50.0 47.0 42.1 42.3 41.3 42.3

0

11 11

27 27

2 21 23

1 4 14 19

1 5 11 8 5 30

1 1 3 3 1 9

1 1

0
0

1 2 4 8 12 15 78 120

48.0 49.0 45.5 43.8 41.4 39.9 33.6 36.6

0 0

5 5

20 20

2 21 23

3 3 24 30

1 2 3 6 12

1 2 1 4 6 1 15

1 2 3

0

0

1 2 3 4 11 10 77 108

48.0 46.5 47.0 46.0 44.1 40.2 33.1 36.1

( )内は、女性消防団員数を示す。

平 均 年 齢

60 歳 以 上

計

平 均 年 齢

20 歳 未 満

20歳以上25歳未満

25歳以上30歳未満

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

55歳以上60歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

50歳以上55歳未満

計

55歳以上60歳未満
60 歳 以 上

計

平 均 年 齢

20 歳 未 満

20歳以上25歳未満

25歳以上30歳未満

30歳以上35歳未満

40歳以上45歳未満

35歳以上40歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上60歳未満

60 歳 以 上

20 歳 未 満

階級別

20歳以上25歳未満

25歳以上30歳未満

団 長 副団長

消　防　団　員　年　齢　構　成

団 員 合 計部 長
 団別

分団長 副分団長

（令和３年４月１日現在）

班 長

東

秩

父

消

防

団

吉

見

消

防

団

と

き

が

わ

消

防

団

30歳以上35歳未満

（令和３年４月１日現在）

基 本 消 防 団 員 と 機 能 別 消 防 団 員 の 定 数 と 実 数

基本消防団員 機能別消防団員 計 基本消防団員 機能別消防団員 計

101 101 (7)　78 78

60 60 (5)　60 60

100 10 110 (8)　97 97

130 130 (10) 122 122

95 20 115 (8)　90     (4) 17 107

130 15 145 (8) 120          8 128

109 109 (7) 108 108

725 45 770 (53) 675     (2) 25 700

定　　数 実　　数

東 松 山 消 防 団

滑 川 消 防 団

合     計

嵐 山 消 防 団

小 川 消 防 団

吉 見 消 防 団

ときがわ消防団

東 秩 父 消 防 団
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団 本 部 東松山市大字上野本1300-1

第 １ 分 団 東松山市大字松山2560-1 平23. 3 97.33 鉄骨造 1階建

第 ２ 分 団 東松山市箭弓町2-5-2 平10.11 96.74 鉄骨造 2階建

第 ３ 分 団 東松山市大字大谷3401 平14.10 99.89 鉄骨造 2階建

第 ４ 分 団 東松山市大字下唐子1605-2 平28. 1 98.81 鉄骨造 2階建

第 ５ 分 団 東松山市大字高坂944-1 平24. 1 98.62 鉄骨造 2階建

第 ６ 分 団 東松山市大字下野本626-4 平21.11 102.64 鉄骨造 1階建

第１分団第１部 滑川町大字福田1613-5 平14. 3 86.70 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1階建

第１分団第２部 滑川町大字福田836-3 昭46. 5 76.00 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1階建

第２分団第１部 滑川町大字羽尾2791-1 昭50. 1 391.84 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2階建

第２分団第２部 滑川町大字月輪1522-58 平20.10 89.61 鉄骨造 1階建

第１分団第１部 嵐山町大字菅谷450-1 平24. 1 83.63 木造一部鉄骨造 1階建

第１分団第２部 嵐山町大字志賀926-1 平 6.11 86.00 鉄骨造 1階建

第１分団第３部 嵐山町大字鎌形695-1 昭60.11 61.11 鉄骨造 1階建

第２分団第１部 嵐山町大字越畑672-6 平 2. 2 68.40 鉄骨造 1階建

第２分団第２部 嵐山町大字古里428-3 平 9. 5 142.50 鉄骨造 1階建

団 本 部 小川町大字上横田1247-2

第１分団第１部 小川町大字小川216-7 昭59. 9 65.59 鉄骨造 2階建

第１分団第２部 小川町大字大塚140-1 昭53. 9 74.24 鉄骨造 2階建

第１分団第３部 小川町大字大塚1195-1 平 3. 3 60.75 鉄骨造 2階建

第１分団第４部 小川町大字上横田1935-3 令 2.12 66.33 鉄骨造 1階建

第２分団第１部 小川町大字増尾25-3 平 2. 1 76.30 鉄骨造 2階建

第２分団第２部 小川町大字腰越181-2 昭62.12 66.57 木造 1階建

第２分団第３部 小川町大字青山1437-7 平22. 3 66.24 鉄骨造 1階建

第２分団第４部 小川町大字木部26-19 平27．2 66.33 鉄骨造 1階建

構　　　　造面積(㎡)建築 年月所 在 地区　　　　分

嵐

山

消

防

団

小

川

消

防

団

 東松山消防署内

 小川消防署内

消 防 団 車 庫 所 在 地
（令和３年年４月１日現在）

東

松

山

消

防

団

滑

川

消

防

団
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第１分団第１部 吉見町東野4-22-4 平 8. 3 69.56 木造 2階建

第１分団第２部 吉見町大字久保田931-1 平 5. 1 66.24 木造 2階建

第１分団第３部 吉見町大字江和井787-2 平 6. 3 67.00 木造 2階建

第２分団第１部 吉見町大字長谷335-1 昭63. 3 66.24 木造 2階建

第２分団第２部 吉見町大字地頭方464 平 7. 3 66.24 木造 2階建

第２分団第３部 吉見町大字和名811 平 4. 3 66.24 木造 2階建

団 本 部 ときがわ町大字桃木30-1 昭48. 4 301.80 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2階建

第１分団第１部 ときがわ町大字玉川1431-1 平10.12 94.45 木造 2階建

第１分団第２部 ときがわ町大字玉川4794-4 平15. 2 93.26 木造 2階建

第１分団第３部 ときがわ町大字五明691-3 平16.10 94.00 木造 2階建

第２分団第１部 ときがわ町大字番匠629-1 平 7.11 77.30 木造 2階建

第２分団第２部 ときがわ町大字本郷840-1 平10. 3 77.00 木造 2階建

第２分団第３部 ときがわ町大字瀬戸元下463-3 平19.11 94.32 木造 2階建

ときがわ町大字西平238-1 平 1. 9 64.00 木造 2階建

ときがわ町大字西平727-1 平 3. 3 94.00 木造 2階建

東秩父村大字安戸627-5 平 2. 3 76.12 木造モルタル 2階建

東秩父村大字安戸880-4 平 4.12 39.60 木造モルタル 2階建

東秩父村大字御堂103-6 昭55.12 62.10 木造モルタル 2階建

東秩父村大字御堂1143-8 昭55.12 47.85 木造モルタル 2階建

第１分団第３部 東秩父村大字奥沢203-1 昭55.12 62.10 木造モルタル 2階建

第２分団第１部 東秩父村大字坂本1306-3 昭49. 5 65.60 木造 2階建

第２分団第２部 東秩父村大字大内沢768 昭58. 8 64.23 木造モルタル 2階建

東秩父村大字皆谷85-3 昭63. 5 67.67 木造モルタル 2階建

東秩父村大字白石853-1 平 4. 2 57.75 木造モルタル 1階建

東

秩

父

消

防

団

第１分団第１部

第１分団第２部

第２分団第３部

（令和３年４月１日現在）
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№ 名　　称 ｼｬｼ・ﾎﾟﾝﾌﾟ等 初年度登録 備　　考

1 本部広報車 トヨタ・ﾗｲﾄｴｰｽ H18. 7 広報装置

2 水槽付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H26. 2 水Ⅰ-A型･水槽(1.5t)･輅車

3 水槽付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H27. 1 水Ⅰ-A型･水槽(1.5t)･輅車

4 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H25. 2 CD-Ⅰ型4WD･輅車

5 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H24. 2 CD-Ⅰ型4WD･輅車

6 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H24. 2 CD-Ⅰ型4WD･輅車

7 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H25. 2 CD-Ⅰ型4WD･輅車

1部 8 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 トヨタ・ﾓﾘﾀA-2 R 3. 1 CD-Ⅰ型(3.5t未満車両)･輅車

2部 9 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 トヨタ・ﾓﾘﾀA-2 R 1.10 CD-Ⅰ型(3.5t未満車両)･輅車

1部 10 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H24.10 CD-Ⅰ型(可搬ﾎﾟ積)･輅車

2部 11 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H20. 9 CD-Ⅰ型(可搬ﾎﾟ積)

1部 12 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H19.10 CD-Ⅰ型･水槽(0.9t)･輅車

2部 13 水槽付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H26. 2 水Ⅰ-A型･水槽(1.5t)

3部 14 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H25. 3 CD-Ⅰ型4WD(可搬ﾎﾟ積)･輅車

1部 15 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H21.10 CD-Ⅰ型･水槽(0.9t)

2部 16 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 トヨタ・ﾓﾘﾀA-2 R 1.10 CD-Ⅰ型(3.5ｔ未満車両)

17 本部広報車 ホンダ・ｽﾃｯﾌﾟﾜｺﾞﾝ H26.11 広報装置

1部 18 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・GM A-2 R 2. 9 CD-Ⅰ型(可搬ﾎﾟ積)

2部 19 水槽付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H22. 2 水Ⅰ-A型･水槽(1.5t)

3部 20 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 いすゞ・ﾓﾘﾀA-2 H27. 9 CD-Ⅰ型4WD(可搬ﾎﾟ積)

4部 21 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 三  菱・ﾓﾘﾀA-2 H14.11 CD-Ⅰ型(可搬ﾎﾟ積)

1部 22 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H25. 2 CD-Ⅰ型4WD･輅車

2部 23 水槽付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H21.11 水Ⅰ-A型･水槽(1.5t)

3部 24 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H19.10 CD-Ⅰ型4WD(可搬ﾎﾟ積)

4部 25 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 いすゞ・ﾓﾘﾀA-2 H31. 2 CD-Ⅰ型4WD（救助資機材搭載型車両）

1部 26 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H21.10 CD-Ⅰ型4WD･輅車

2部 27 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H24. 2 CD-Ⅰ型4WD･輅車

3部 28 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H27. 2 CD-Ⅰ型4WD･輅車

1部 29 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H22.10 CD-Ⅰ型4WD･輅車

2部 30 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H25. 2 CD-Ⅰ型4WD･輅車

3部 31 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・GM A-2 H29. 2 CD-Ⅰ型4WD･輅車

32 本部広報車 トヨタ・ﾉｱ　 H21. 8 広報装置

1部 33 水槽付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H29. 2 水Ⅰ-A型･水槽(1.5t)･輅車

2部 34 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H27. 2 CD-Ⅰ型(可搬ﾎﾟ積)･輅車

3部 35 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H25. 2 CD-Ⅰ型(可搬ﾎﾟ積)･輅車

1部 36 水槽付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H25.10 水Ⅰ-A型･水槽(1.5t)･輅車

2部 37 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・GM A-2 H31. 3 CD-Ⅰ型(可搬ﾎﾟ積)･輅車

3部 38 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日  野・ﾓﾘﾀA-2 H27. 9 CD-Ⅰ型(可搬ﾎﾟ積)･輅車

39 小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ積載車 いすゞ・ﾓﾘﾀB-2 H19.10 小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ

40 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・GM A-2 H20.10 CD-Ⅰ型4WD(可搬ﾎﾟ積)

1部 41 水槽付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H21. 1 水Ⅰ-A型･水槽(1.5t)

1部 42 小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ積載車 いすゞ・ｼﾊﾞｳﾗB-3 H17. 9 小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ

2部 43 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・ﾓﾘﾀA-2 H20.10 CD-Ⅰ型4WD

2部 44 小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ積載車 いすゞ・ｼﾊﾞｳﾗB-3 H17. 9 小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ

3部 45 水槽車 いすゞ・ｼﾊﾞｳﾗB-2 H27. 2 水槽(2.5t)･小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ･高圧ﾎﾟﾝﾌﾟ

1部 46 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 日　野・GM A-2 R 2. 2 CD-Ⅰ型4WD(可搬ﾎﾟ積)

2部 47 小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ積載車 日　産・ﾏｷﾀB-2 H22. 3 救助資機材搭載車･小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ

3部 48 水槽車 いすゞ・ｼﾊﾞｳﾗB-2 H28.11 水槽(2.5t)･小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ･高圧ﾎﾟﾝﾌﾟ

3部 49 水槽車 いすゞ・ｼﾊﾞｳﾗB-2 H16.12 水槽(2t)･小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ･高圧ﾎﾟﾝﾌﾟ
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区　　分
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熊谷800 す 217

熊谷800 す4869

熊谷800 す5302

熊谷800 す4263

熊谷800 す3708

熊谷800 す3710

熊谷800 す4264

熊谷831 ね  11

熊谷830 ぬ　12

熊谷800 す4072

熊谷800 す1883

熊谷800 す1212

熊谷831 と　11

熊谷800 す2748

熊谷830 そ1003

熊谷800 さ6068

熊谷831 み 119

熊谷800 す2586

熊谷800 す1213

熊谷830 ぬ  24

熊谷800 す2547

熊谷800 す3709

熊谷830 せ 103

熊谷800 す3087

熊谷830 そ 202

熊谷830 て　23

熊谷800 す2461

熊谷803 ふ   1

熊谷830 た 102

熊谷800 す4239

熊谷831 む 119

熊谷830 そ 203

熊谷800 す1209

熊谷800 す1907
3分団

熊谷800 す2792

熊谷830 ね　22

熊谷830 つ  23

熊谷830 さ4614

熊谷830 さ8210

熊谷800 さ9375

熊谷800 す1906

熊谷800 さ9376

熊谷831 や 119

熊谷830 の　21
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